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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ド ア ロ ッ ク で あ っ て 、
　 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） と 、
　 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） と 、
　 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） を 駆 動 す る こ と が で き る と と も に 、 ド ア フ ッ ク （ １ ０  
２ ） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 該 揺 動 レ バ ー は 、 前 記 ス イ ッ チ  
手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き 、
前 記 ド ア ロ ッ ク は 、
前 記 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） を 収 納 す る こ と が で き る と と も に 、 係 止 位 置 を 有 す る カ ム （ ２  
０ ８ ） と 、
前 記 カ ム （ ２ ０ ８ ） を 前 記 係 止 位 置 で 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段  
（ ３ １ ０ ） と 、
前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ て い る ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５  
） と 、 を 更 に 備 え 、
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） は 、 ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 と ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 と を 有 し 、
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） が 前 記 ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 に あ る と き 、 該 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５  
） は 前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） を 係 止 し 、
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） が 前 記 ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 該 ロ ッ ク ピ ン （ ５  

請求項の数　6　（全32頁）
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２ ５ ） は 前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） を 解 放 す る と と も に 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５  
２ ０ ） を 開 放 し 、
正 常 な 作 動 状 態 で は 、 前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放  
す る こ と が で き 、
強 制 的 に ド ア が 引 っ 張 ら れ る 場 合 、 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 、 前 記 ス イ ッ チ 手  
段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き 、
前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） は 、
第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） で あ っ て 、 該 第 １  
の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） は 、 前 記 カ ム （ ２ ０ ８ ） に よ っ て 第 １ の 方 向 （ ｘ ） に 沿 っ て  
移 動 す る よ う に 駆 動 す る こ と が で き 、 該 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） は 、 該 第 ２ の 係  
止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） を 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 駆 動 す る こ と が で き  
る 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） 、 を 備 え 、
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） は 、 前 記 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） を 係 止 す る よ う に 構  
成 さ れ 、
前 記 第 １ の 方 向 （ ｘ ） は 前 記 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 対 し て 垂 直 で あ り 、
前 記 ド ア ロ ッ ク （ １ ０ ０ ） は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） 及 び ベ ー ス （ １ ０ １ ） を 備 え  
、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） は 前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） の 内 側 に 位 置 し 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） は 、 前 記 ス イ ッ  
チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） と 前 記 ベ ー ス （ １ ０ １ ） と の 間 に 並 ん で 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記  
第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 移 動 す る 、 ド ア ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） を 駆 動 す る こ と が で き る と と も に 、 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２  
） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） と 、 を 備 え 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 該 揺 動 レ バ ー は 、 前 記 ス イ ッ チ 手  
段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き 、
　 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） は 、
　 弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） と 、
　 固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） の 一 端 は 前 記 弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） を 駆 動 す る こ と が で き 、
　 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 、 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 と 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 と を 有 し  
、 該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６  
） は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 前 記 固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） か ら 前 記 弾  
性 片 （ ５ ２ ４ ） を 引 き 離 し 、
　 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （  
５ ２ ６ ） は 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） の 閉 鎖 又 は 開 放 に 影 響 を 与 え ず 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） の 移 動 と と も に 第 ２ の 方 向  
（ ｙ ） に 沿 っ て 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 と 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 と の 間 で 移 動 し 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） が 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 に あ る と き 、 該 駆 動 ス ラ イ  
ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） を 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 ま で 移 動 す る よ  
う に 駆 動 し 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） が 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 該 駆 動 ス  
ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） を 前 記 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 ま で 移  
動 す る よ う に 駆 動 す る 、 ド ア ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） を 駆 動 す る こ と が で き る と と も に 、 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２  
） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） と 、 を 備 え 、
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前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 該 揺 動 レ バ ー は 、 前 記 ス イ ッ チ 手  
段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） は 、
弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） と 、
固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） と 、 を 備 え 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） の 一 端 は 前 記 弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） を 駆 動 す る こ と が で き 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 、 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 と 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 と を 有 し 、  
該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ）  
は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 前 記 固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） か ら 前 記 弾 性  
片 （ ５ ２ ４ ） を 引 き 離 し 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５  
２ ６ ） は 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） の 閉 鎖 又 は 開 放 に 影 響 を 与 え ず 、
　 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） を 備 え 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 該  
シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） の 周 り を 回 転 す る こ と が で き 、
　 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 、 上 部 ア ー ム （ ７ ３ ５ ） 及 び 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） を 更 に  
備 え 、 該 上 部 ア ー ム （ ７ ３ ５ ） の 一 端 は 前 記 シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） に 接 続 さ れ 、 該 上 部 ア ー  
ム （ ７ ３ ５ ） の 他 端 は 前 記 弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） の 一 端 は 前 記 シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） に 接 続 さ れ 、 該 下 部 ア ー ム  
（ ７ ３ ６ ） の 他 端 は 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 、 ド ア  
ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） の 前 記 シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） は 、 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 前  
記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ド ア ロ ッ  
ク 。
【 請 求 項 ５ 】
ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） を 駆 動 す る こ と が で き る と と も に 、 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２  
） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） と 、 を 備 え 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 該 揺 動 レ バ ー は 、 前 記 ス イ ッ チ 手  
段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） は 、
弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） と 、
固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） と 、 を 備 え 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） の 一 端 は 前 記 弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） を 駆 動 す る こ と が で き 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 、 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 と 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 と を 有 し 、  
該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ）  
は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 前 記 固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） か ら 前 記 弾 性  
片 （ ５ ２ ４ ） を 引 き 離 し 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５  
２ ６ ） は 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） の 閉 鎖 又 は 開 放 に 影 響 を 与 え ず 、
　 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ２ ） を 有 し 、 前 記 ド ア  
フ ッ ク （ １ ０ ２ ） は 、 前 記 ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ２ ） を 通 し て 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ  
ー （ ３ １ １ ） を 駆 動 し 、
　 前 記 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） が 第 ３ の 方 向 （ ｚ ） に 沿 っ て ド ア ロ ッ ク 孔 （ １ ０ ３ ） 内 に 挿  
入 さ れ る と 、 該 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） は 、 前 記 ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ２ ） を 通 し  
て 、 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） を 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 駆 動 す る
、 ド ア ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ３ ） を 有 し 、 該 駆 動 ス  
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ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ３ ） を 通 し て 前 記 揺 動 レ バ ー  
（ ５ ２ ６ ） の 前 記 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） を 駆 動 し 、
　 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 に あ る と き 、 該 駆 動 ス ラ イ ダ  
ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ３ ） を 通 し て 、 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５  
２ ６ ） の 前 記 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） を 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 ま で 移 動 す る よ う に 駆 動 す  
る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 ［ 関 連 出 願 の 相 互 参 照 ］
　 本 国 際 出 願 は 、 ２ ０ １ ８ 年 ９ 月 ２ ５ 日 に 出 願 さ れ た 中 国 特 許 出 願 第 ２ ０ １ ８ １ １ １ １ ５  
１ ６ １ ． Ｘ 号 及 び ２ ０ １ ８ 年 ９ 月 ２ ５ 日 に 出 願 さ れ た 中 国 特 許 出 願 第 ２ ０ １ ８ ２ １ ５ ６ ７  
９ ０ １ ． ９ 号 に 対 す る 優 先 権 を 主 張 し 、 こ れ ら の 出 願 の そ れ ぞ れ は 、 引 用 す る こ と に よ っ  
て そ の 全 内 容 が 本 明 細 書 の 一 部 を な す 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 、 電 化 製 品 の ド ア ロ ッ ク 及 び そ の 制 御 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 目 下 、 電 化 製 品 （ 洗 濯 機 等 ） の ド ア は 、 ド ア ロ ッ ク に よ っ て 電 化 製 品 の パ ネ ル に 係 止 さ  
れ る 。 こ う し た ド ア ロ ッ ク は 、 或 る 特 定 の 条 件 下 で 安 全 要 件 を 満 足 さ せ る 必 要 が あ る 。 例  
え ば 、 ド ア ロ ッ ク フ ッ ク が 正 常 に ド ア ロ ッ ク か ら 引 き 出 さ れ る と 、 電 化 製 品 の 電 源 を 迅 速  
且 つ 安 全 に 切 断 す る こ と が で き る 。 更 に 、 い く つ か の 極 端 な 場 合 で は 、 例 え ば 、 電 化 製 品  
の 動 作 中 に ド ア が 外 力 に よ っ て 強 制 的 に 引 っ 張 ら れ た 場 合 、 ド ア ロ ッ ク の 関 連 構 成 要 素 （  
例 え ば 、 ド ア ロ ッ ク フ ッ ク 、 カ ム 、 ス ラ イ ダ ー 又 は ロ ッ ク ピ ン ） が そ の 引 張 力 に よ っ て 破  
損 し 、 電 化 製 品 の ド ア が 強 制 的 に 開 放 さ れ た 後 も ま た 、 ド ア ロ ッ ク は 、 電 化 製 品 の 電 源 を  
迅 速 に 且 つ 安 全 に 切 断 し て 、 電 化 製 品 の 動 作 を 即 座 に 停 止 す る 必 要 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 技 術 の 上 記 欠 点 を 考 慮 し て 、 本 出 願 は 、 安 全 な 、 信 頼 性 の 高 い 、 高 感 度 の ド ア ロ ッ  
ク と そ の 制 御 装 置 と を 提 供 し 、 そ れ に よ り 、 電 化 製 品 の ド ア が 強 制 的 に 開 放 さ れ た と き 、  
制 御 装 置 は 、 電 化 製 品 の 動 作 を 停 止 す る よ う に 適 時 に 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 切 断 す る こ と  
が で き る 。 更 に 、 電 化 製 品 の ド ア が 強 制 的 に 開 放 さ れ た と き に 、 ド ア ロ ッ ク の カ ム 又 は 他  
の 構 成 要 素 が 損 傷 し て い る 場 合 で あ っ て も 、 電 化 製 品 の 動 作 を 適 時 に 停 止 す る こ と が で き  
る こ と を 確 実 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 出 願 の 一 態 様 は 、 ス イ ッ チ 手 段 と 、 ス イ ッ チ 手 段 を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆  
動 手 段 と 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 を 駆 動 す る こ と が で き る と と も に 、 ド ア フ ッ ク に よ っ て 駆 動  
す る こ と が で き る 駆 動 ス ラ イ ダ ー と を 備 え る 、 ド ア ロ ッ ク を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 揺 動 レ バ ー は 、 ス イ ッ チ  
手 段 を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 ド ア ロ ッ ク は 、 ド ア フ ッ ク を 収 納 す る こ と が で き る と と も に 、 係  
止 位 置 を 有 す る カ ム と 、 カ ム を 係 止 位 置 で 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 係 止 ス ラ イ ダ ー  
手 段 と 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ て い る ロ ッ ク ピ ン と を 更 に 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 ロ ッ ク ピ ン は 、 ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 と ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 と  
を 有 し 、 ロ ッ ク ピ ン が ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク ピ ン は 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段  
を 係 止 し 、 ロ ッ ク ピ ン が ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク ピ ン は 係 止 ス ラ イ ダ  
ー 手 段 を 解 放 す る と と も に 、 ス イ ッ チ 手 段 を 開 放 す る 。



10

20

30

40

50

JP 7582937 B2 2024.11.13(5)

【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 正 常 な 作 動 状 態 で は 、 ロ ッ ク ピ ン は 、 ス イ ッ チ 手 段 を 開 放 す る こ  
と が で き 、 強 制 的 に ド ア が 引 っ 張 ら れ る 場 合 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 は 、 ス イ ッ チ 手 段 を 開 放  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 は 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー 及 び 第 ２ の 係 止 ス  
ラ イ ダ ー で あ っ て 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー は 、 カ ム に よ っ て 第 １ の 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る  
よ う に 駆 動 す る こ と が で き 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー を 第 ２ の 方  
向 に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 駆 動 す る こ と が で き る 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー 及 び 第 ２ の 係 止  
ス ラ イ ダ ー を 備 え 、 ロ ッ ク ピ ン は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ 、 第  
１ の 方 向 は 第 ２ の 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 ド ア ロ ッ ク は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス 及 び ベ ー ス を 備 え 、 ス イ ッ チ 手  
段 は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス の 内 側 に 位 置 し 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー は 、 ス  
イ ッ チ ボ ッ ク ス と ベ ー ス と の 間 に 並 ん で 配 置 さ れ る と と も に 、 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 移 動 す  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ 手 段 は 、 弾 性 片 と 、 固 定 接 点 と を 備 え 、 揺 動 レ バ ー の 一  
端 は 弾 性 片 を 駆 動 す る こ と が で き 、 揺 動 レ バ ー は 、 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 と 揺 動 レ バ ー ア イ  
ド ル 位 置 と を 有 し 、 揺 動 レ バ ー が 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 に あ る と き 、 揺 動 レ バ ー は 、 ス イ ッ  
チ 手 段 を 開 放 す る よ う に 固 定 接 点 か ら 弾 性 片 を 引 き 離 し 、 揺 動 レ バ ー が 揺 動 レ バ ー ア イ ド  
ル 位 置 に あ る と き 、 揺 動 レ バ ー は ス イ ッ チ 手 段 の 閉 鎖 又 は 開 放 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は 、 ド ア フ ッ ク の 移 動 と と も に 第 ２ の 方 向 に 沿 っ  
て 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 と 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 と の 間 で 移 動 し 、 駆 動 ス ラ イ  
ダ ー が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 に あ る と き 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は 、 揺 動 レ バ ー を 揺 動 レ バ ー  
作 動 位 置 ま で 移 動 す る よ う に 駆 動 し 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 に あ  
る と き 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は 、 揺 動 レ バ ー を 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 ま で 移 動 す る よ う に 駆  
動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 揺 動 レ バ ー は シ ャ フ ト を 備 え 、 揺 動 レ バ ー は シ ャ フ ト の 周 り に 回  
転 す る こ と が で き 、 揺 動 レ バ ー は 、 上 部 ア ー ム 及 び 下 部 ア ー ム を 更 に 備 え 、 上 部 ア ー ム の  
一 端 は シ ャ フ ト に 接 続 さ れ 、 上 部 ア ー ム の 他 端 は 弾 性 片 に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ て お り  
、 下 部 ア ー ム の 一 端 は シ ャ フ ト に 接 続 さ れ 、 下 部 ア ー ム の 他 端 は 駆 動 ス ラ イ ダ ー に よ っ て  
駆 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 揺 動 レ バ ー の シ ャ フ ト は 、 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 駆 動 ス ラ イ ダ ー に  
対 し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は 復 帰 手 段 に 接 続 さ れ て お り 、 復 帰 手 段 は 、 駆 動  
ス ラ イ ダ ー に 仮 締 め 力 を 加 え て 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 ま で 移 動 す る  
の を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 を 有 し 、 ド ア フ ッ ク は  
、 ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 を 通 し て 駆 動 ス ラ イ ダ ー を 駆 動 し 、 ド ア フ ッ ク が 第 ３ の 方 向 に  
沿 っ て ド ア ロ ッ ク 孔 内 に 挿 入 さ れ る と 、 ド ア フ ッ ク は 、 ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 を 通 し て  
、 駆 動 ス ラ イ ダ ー を 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 を 有 し 、 駆 動 ス ラ イ ダ  
ー は 、 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 を 通 し て 揺 動 レ バ ー の 下 部 ア ー ム を 駆 動 し 、 駆 動 ス ラ イ ダ  
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ー が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 に あ る と き 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は 、 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 を  
通 し て 、 揺 動 レ バ ー の 下 部 ア ー ム を 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 ま で 移 動 す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 ド ア ロ ッ ク は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス を 備 え 、 ス イ ッ チ 手 段 及 び 揺 動 レ  
バ ー は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス の 内 部 に 配 置 さ れ 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス の 外 側 に  
配 置 さ れ て お り 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス の 底 部 が 孔 を 有 し 、 揺 動 レ バ ー の 一 端 は 、 孔 を 通 っ て  
外 向 き に 延 在 す る と と も に 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー に よ り ス イ ッ チ ボ ッ ク ス の 外 側 に 駆 動 さ れ る  
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 出 願 の 別 の 態 様 は 、 ド ア ロ ッ ク の 制 御 回 路 で あ っ て 、 ス イ ッ チ 手 段 と 、 ス イ ッ チ 手 段  
を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 と 、 ス イ ッ チ 手 段 を 開 放 す る こ と が で き る ロ ッ  
ク ピ ン と を 備 え る 、 制 御 回 路 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 は 機 械 的 構 造 体 に よ っ て 駆 動 さ れ 、 ロ ッ ク ピ ン  
は 電 子 信 号 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 制 御 回 路 は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー を 更 に 備 え 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は ス イ  
ッ チ 駆 動 手 段 を 駆 動 す る こ と が で き 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー は ド ア フ ッ ク に よ っ て 駆 動 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 揺 動 レ バ ー は ス イ ッ チ 手  
段 を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 制 御 回 路 は 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 を 係 止 及 び 解 除 し て カ ム を 係 止  
位 置 で 維 持 す る か 又 は 維 持 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る ロ ッ ク ピ ン と 、 電 子 駆 動 手 段 と を  
更 に 備 え 、 電 子 駆 動 手 段 は 、 電 子 信 号 に よ り 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 を 係 止 及 び 解 除 す る よ  
う に ロ ッ ク ピ ン を 作 動 さ せ る よ う に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 制 御 回 路 は 、 接 続 端 子 、 制 御 端 子 及 び 共 通 端 子 を 更 に 備 え 、 第 １  
の 電 流 ル ー プ が 、 ス イ ッ チ 手 段 を 介 し て 接 続 端 子 と 共 通 端 子 と の 間 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 電  
流 ル ー プ が 、 電 子 駆 動 手 段 を 介 し て 制 御 端 子 と 共 通 端 子 と の 間 に 形 成 さ れ て お り 、 第 １ の  
電 流 ル ー プ 及 び 第 ２ の 電 流 ル ー プ は 、 共 通 接 続 点 を 介 し て 共 通 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 接  
続 端 子 は 、 １ の 電 流 ル ー プ に お い て 電 気 モ ー タ ー を 介 し て 電 源 と 直 列 に 接 続 す る こ と が で  
き 、 制 御 端 子 は 、 第 ２ の 電 流 ル ー プ に お い て 電 子 駆 動 手 段 を 介 し て 電 源 と 直 接 に 接 続 す る  
こ と が で き 、 共 通 端 子 は 、 電 源 の ア ー ス に 接 続 さ れ 、 ス イ ッ チ 手 段 は 閉 鎖 又 は 開 放 す る こ  
と が で き 、 ス イ ッ チ 手 段 の 閉 鎖 又 は 開 放 を 用 い て 、 第 １ の 電 流 ル ー プ の 接 続 又 は 切 断 が 制  
御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 出 願 の 目 的 、 特 徴 及 び 効 果 が 完 全 に 理 解 さ れ る た め に 、 本 出 願 の 概 念 、 具 体 的 な 構 造  
及 び 技 術 的 効 果 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 以 下 で 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 出 願 の ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の 概 略 構 造 正 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の カ ム キ ャ ッ プ １ ０ ７ が 取 り 除 か れ た 後 の ド ア ロ ッ ク １  
０ ０ の 概 略 構 造 背 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 及 び ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が 取 り 除 か れ た 後 の 概 略 構  
造 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ３ の ベ ー ス １ ０ １ 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 取 り 除 か れ た 後 の 概 略 構 造 正  
面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ３ の ベ ー ス １ ０ １ 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 取 り 除 か れ た 後 の 概 略 構 造 背  
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面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 図 ３ の ベ ー ス １ ０ １ 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 取 り 除 か れ た 後 、 且 つ 、 図 ３  
の カ ム ２ ０ ８ が 取 り 除 か れ た 後 の 概 略 構 造 正 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｄ 】 図 ３ の ベ ー ス １ ０ １ 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 取 り 除 か れ た 後 、 且 つ 、 図 ３  
の カ ム ２ ０ ８ が 取 り 除 か れ た 後 の 概 略 構 造 背 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の ボ ッ ク ス カ バ ー が 取 り 除 か れ た 後 の ス イ ッ チ ボ ッ ク  
ス ２ ０ ５ の 内 側 の 構 成 要 素 と ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 構 造 と を 示 す 概 略 構 造 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ５ Ｂ 】 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の ボ ッ ク ス カ バ ー が 取 り 除 か れ た 後 の ス イ ッ チ ボ ッ ク  
ス ２ ０ ５ の 内 側 の 構 成 要 素 と ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 構 造 と を 示 す 概 略 構 造 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ５ Ｃ 】 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の ボ ッ ク ス カ バ ー が 取 り 除 か れ た 後 の ス イ ッ チ ボ ッ ク  
ス ２ ０ ５ の 内 側 の 構 成 要 素 と ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 構 造 と を 示 す 概 略 構 造 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ６ 】 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １  
８ の 後 側 を 示 す 概 略 構 造 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 ２ つ の 角 度 の う ち の １ つ か ら の 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 概 略 構 造 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 ２ つ の 角 度 の う ち の １ つ か ら の 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 概 略 構 造 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ と の 間 の ２  
つ の 協 働 関 係 の う ち の １ つ を 示 す 概 略 構 造 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ と の 間 の ２  
つ の 協 働 関 係 の う ち の １ つ を 示 す 概 略 構 造 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ３ つ の 異 な る 位 置 の う ち の １ つ に あ る と き の 係 止 ス ラ イ ダ  
ー 手 段 ３ １ ０ と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と の  
間 の 協 働 を 示 す 概 略 構 造 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ３ つ の 異 な る 位 置 の う ち の １ つ に あ る と き の 係 止 ス ラ イ ダ  
ー 手 段 ３ １ ０ と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と の  
間 の 協 働 を 示 す 概 略 構 造 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｃ 】 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ３ つ の 異 な る 位 置 の う ち の １ つ に あ る と き の 係 止 ス ラ イ ダ  
ー 手 段 ３ １ ０ と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と の  
間 の 協 働 を 示 す 概 略 構 造 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 図 ９ Ａ の ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 位 置 に 対 応 す る 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 ９ Ｂ の ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 位 置 に 対 応 す る 線 Ｂ － Ｂ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｃ 】 図 ９ Ｃ の ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 位 置 に 対 応 す る 線 Ｃ － Ｃ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ａ 】 種 々 の 状 態 の う ち の １ つ に あ る 制 御 回 路 １ １ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｂ 】 種 々 の 状 態 の う ち の １ つ に あ る 制 御 回 路 １ １ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｃ 】 種 々 の 状 態 の う ち の １ つ に あ る 制 御 回 路 １ １ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｄ 】 種 々 の 状 態 の う ち の １ つ に あ る 制 御 回 路 １ １ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 出 願 は 、 ２ ０ １ ３ 年 １ 月 １ ６ 日 に 出 願 さ れ 、 「 L o c k  d e v i c e  a n d  m e a n s  m o u n t e d  
w i t h  t h e  s a m e 」 と 題 す る 中 国 特 許 出 願 第 ２ ０ １ ３ １ ０ ０ １ ６ １ ２ ０ ． ６ 号 に 関 連 し 、 そ  
の 出 願 は 、 引 用 す る こ と に よ り そ の 全 体 が 本 明 細 書 の 一 部 を な す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 本 出 願 の 様 々 な 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 、 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 す る 添 付 図  
面 を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 本 出 願 に お い て 、 本 出 願 の 例 示 的 な 構 造 部 及 び 要 素 を 説 明  
す る た め に 、 方 向 を 表 す 用 語 、 例 え ば 、 「 前 」 、 「 後 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 左 」 、 「 右  
」 、 「 頂 部 」 及 び 「 底 部 」 等 の 方 向 又 は 向 き を 示 す 用 語 が 用 い ら れ て い る こ と が 理 解 さ れ  
る べ き で あ る 。 し か し な が ら 、 こ う し た 用 語 は 、 説 明 の 便 宜 上 で の み 用 い ら れ る も の で あ  
り 、 添 付 図 面 に 示 す 例 示 的 な 向 き に 基 づ い て 決 定 さ れ て い る 。 本 出 願 に 開 示 す る 実 施 形 態  
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は 、 種 々 の 向 き で 構 成 す る こ と が で き る た め 、 こ う し た 方 向 を 示 す 用 語 は 、 単 に 例 示 の 目  
的 で 用 い ら れ 、 限 定 す る よ う に は 意 図 さ れ て い な い 。 可 能 な 場 合 は い つ で も 、 以 下 添 付 図  
面 を 通 し て 、 説 明 の 繰 返 し を 回 避 す る た め に 、 同 じ か 又 は 同 様 の 部 分 を 参 照 す る た め に 同  
じ か 又 は 同 様 の 参 照 番 号 を 用 い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 具 体 的 な 実 施 形 態 の 説 明 の 便 宜 上 、 本 出 願 は 、 例 と し て 、 方 向 ｘ （ 第 １ の 方 向 ） と し て  
ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の 幅 方 向 を 使 用 し 、 方 向 ｙ （ 第 ２ の 方 向 ） と し て ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の 長  
さ 方 向 を 使 用 し 、 方 向 ｚ （ 第 ３ の 方 向 ） と し て ド ア ロ ッ ク の 高 さ 方 向 を 使 用 す る こ と に よ  
っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ は 、 本 出 願 の ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の 概 略 構 造 正 面 斜 視 図 で あ り 、 そ こ で は 、 ド ア ロ ッ  
ク １ ０ ０ に お け る ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ と ド ア フ ッ ク １ ０ ２ と の 相 対 位 置 が 示 さ れ て い る 。  
図 １ に 示 す よ う に 、 ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ は ベ ー ス １ ０ １ を 含 む 。 ベ ー ス １ ０ １ の 左 側 部 分 の  
前 側 に 、 ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ が 設 け ら れ て お り 、 ベ ー ス １ ０ １ の 左 側 部 分 の 後 側 は 、 カ ム  
キ ャ ッ プ １ ０ ７ に 接 続 さ れ て い る 。 ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ を 収 容 す る  
よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 電 化 製 品 （ 図 示 せ ず ） の ド ア に 取 り 付 け ら  
れ 、 ド ア の 開 閉 中 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 電 化 製 品 の ド ア の 移 動 と と も に 垂 直 に 移 動 し て  
、 ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ に 進 入 す る と と も に そ こ か ら 離 脱 す る 。 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 ド ア  
ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ の 上 方 に 位 置 す る 。 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ベ ー ス １ ０ １ の 前 側 で ド ア ロ ッ ク  
孔 １ ０ ３ を 通 し て ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ に 挿 入 さ れ る と き 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 ド ア ロ ッ ク  
１ ０ ０ の 内 側 で カ ム ２ ０ ８ （ 図 ２ の カ ム ２ ０ ８ を 参 照 ） に 締 結 さ れ る 。 カ ム ２ ０ ８ が 係 止  
さ れ る と 、 そ れ に 従 っ て 、 電 化 製 品 の ド ア が 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ は 、 ベ ー ス １ ０ １ と 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ と 、 カ ム ２ ０ ８ と の 位 置 関 係 を よ り  
具 体 的 に 示 す 、 図 １ の ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の カ ム キ ャ ッ プ １ ０ ７ が 取 り 除 か れ た 後 の ド ア ロ  
ッ ク １ ０ ０ の 概 略 構 造 背 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ ム キ ャ ッ プ １ ０ ７ （ 図 ２ に は 示 さ ず ） 及 び ス イ ッ チ ボ ッ ク ス １ ０  
５ は 、 ベ ー ス １ ０ １ の 上 方 に 並 ん で 且 つ 方 向 ｙ （ 第 ２ の 方 向 ） に 沿 っ て 互 い に 隣 接 し て 配  
置 さ れ て い る 。 ベ ー ス １ ０ １ の 上 に カ ム ２ ０ ８ が 設 け ら れ て お り 、 カ ム ２ ０ ８ は 、 カ ム キ  
ャ ッ プ １ ０ ７ の 下 方 に 且 つ ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ の 上 方 に 配 置 さ れ （ 図 １ を 参 照 す る と 、 カ  
ム ２ ０ ８ は ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る ） 、 そ れ に よ り 、 ド ア ロ ッ ク 孔 １  
０ ３ を 通 し て カ ム ２ ０ ８ に よ り ド ア フ ッ ク １ ０ ２ を 収 納 す る こ と が で き る 。 ド ア の 閉 鎖 中  
、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 下 か ら 上 に 向 か っ て ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ 内 に 挿 入 さ れ （ 図 １ を 参  
照 す る と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 上 か ら 下 に 向 か っ て ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ 内 に 挿 入 さ れ る  
） 、 そ れ に よ り 、 カ ム ２ ０ ８ を 、 そ の 係 止 位 置 ま で 回 転 す る よ う に 押 す こ と が で き 、 ド ア  
の 開 放 中 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 上 か ら 下 に 向 か っ て ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 引 き 出 さ れ  
、 そ れ に よ り 、 カ ム ２ ０ ８ を 、 そ の 係 止 位 置 か ら （ 又 は そ の 係 止 解 除 位 置 に ） 離 脱 す る よ  
う に 引 っ 張 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 カ ム ２ ０ ８ に 開 口 ス ロ ッ ト ２ ８ ２ が 設 け ら れ て い る 。 開 口 ス ロ ッ ト ２ ８ ２  
は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 端 部 を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 開 口 ス ロ ッ ト ２ ８ ２ の 上  
端 及 び 下 端 は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 前 端 と 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ド ア フ ッ ク １  
０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ に 挿 入 さ れ る と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 前 端 の 外 側 が 開 口 ス ロ ッ  
ト ２ ８ ２ の 上 端 を 押 圧 し て 、 カ ム ２ ０ ８ を 右 回 り に 回 転 す る よ う に 押 し 、 そ れ に よ り 、 開  
口 ス ロ ッ ト ２ ８ ２ の 下 端 が ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 孔 １ ８ １ 内 に 挿 入 さ れ て ド ア フ ッ ク １ ０ ２  
を 引 っ 掛 け 、 カ ム ２ ０ ８ は そ の 係 止 位 置 に 達 す る 。 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０  
３ か ら 引 き 出 さ れ る と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 前 端 の 外 側 は 開 口 ス ロ ッ ト ２ ８ ２ の 下 端 を 押  
圧 し て カ ム ２ ０ ８ を 左 回 り に 回 転 す る よ う に 引 っ 張 り 、 そ れ に よ り 、 開 口 ス ロ ッ ト ２ ８ ２  
の 下 端 は ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 孔 １ ８ １ か ら 離 脱 し 、 カ ム ２ ０ ８ は そ の 係 止 位 置 か ら （ 又 は  
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そ の 係 止 解 除 位 置 に ） 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 カ ム ２ ０ ８ は 、 ス ピ ン ド ル ２ ８ ３ を 介 し て ベ ー ス １ ０ １ に 両 側 で 固 定 さ れ て お り 、 そ れ  
に よ り 、 カ ム ２ ０ ８ は ス ピ ン ド ル ２ ８ ３ の 周 り に 回 転 す る こ と が で き る 。 カ ム ２ ０ ８ に 、  
弾 性 構 成 要 素 ２ ０ ９ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 弾 性 構 成 要 素 ２ ０ ９ は 、 カ ム ２ ０ ８ に 或 る 特  
定 の 仮 締 め 力 を 加 え て 、 カ ム ２ ０ ８ の 回 転 を 駆 動 又 は 停 止 す る 。 弾 性 構 成 要 素 ２ ０ ９ は 、  
図 ２ に 示 す ね じ り ば ね と す る こ と が で き る が 、 他 の 弾 性 構 成 要 素 と す る こ と も で き る 。 弾  
性 構 成 要 素 ２ ０ ９ が カ ム ２ ０ ８ に 作 用 す る 際 、 カ ム ２ ０ ８ は 、 変 曲 点 に 達 し た 後 、 外 力 （  
ド ア を 閉 鎖 す る た め に 加 え ら れ る 力 ） に よ り 迅 速 に 戻 る よ う に 回 転 し て 、 補 助 的 な ド ア 引  
張 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 カ ム ２ ０ ８ の 開 口 ス ロ ッ ト ２ ８ ２ の 下 端 が ド  
ア フ ッ ク １ ０ ２ の 孔 １ ８ １ に 引 っ 掛 け ら れ 、 そ れ に 対 応 し て 、 ド ア を 開 放 し よ う と す る と  
き 、 弾 性 構 成 要 素 は 洗 濯 機 の ド ア が 意 図 せ ず に 開 放 さ れ る の を 阻 止 す る 抵 抗 を 生 成 す る 。  
同 様 に 、 係 止 さ れ て い な い と き （ 例 え ば 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 に よ っ て 係 止 さ れ て い な い  
と き ） 、 こ う し た 機 構 は 弾 性 が あ り 、 必 要 な 場 合 、 電 化 製 品 の ド ア は 、 電 化 製 品 の 内 側 か  
ら 開 放 す る よ う に 押 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に お い て 、 ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ を 更 に 備 え る 。 ス イ ッ チ  
ボ ッ ク ス ２ ０ ５ は 、 ベ ー ス １ ０ １ の 左 側 に 取 り 付 け ら れ て い る （ 図 １ を 参 照 す る と 、 ス イ  
ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ は ベ ー ス １ ０ １ の 右 側 に 取 り 付 け ら れ て い る ） 。 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２  
０ ５ は 、 主 に 、 カ ム ２ ０ ８ を 係 止 又 は 係 止 解 除 す る 間 （ 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｃ を 参 照 ） ス イ ッ チ  
手 段 を 閉 鎖 又 は 開 放 す る よ う に （ 図 １ ０ Ａ ～ 図 １ ０ Ｃ を 参 照 ） 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 を 係  
止 又 は 係 止 解 除 す る よ う に ロ ッ ク ピ ン の 移 動 を 制 御 す る よ う に 機 能 す る と と も に 、 電 化 製  
品 の 電 源 又 は 主 回 路 電 源 を 入 れ る か 又 は 切 断 す る よ う に （ 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｄ を 参 照 ） 、  
ス イ ッ チ 手 段 を 閉 鎖 又 は 開 放 す る 揺 動 レ バ ー （ 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ を 参 照 ） の 移 動 を 制 御 す  
る よ う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ は 、 ベ ー ス １ ０ １ の 内 側 の 構 成 要 素 を 示 す と と も に 、 カ ム ２ ０ ８ と 、 係 止 ス ラ イ ダ  
ー 手 段 ３ １ ０ と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と の 位 置 関 係 を 示 す 、 図 ２ の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２  
０ ５ 及 び ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が 取 り 除 か れ た 後 の 概 略 構 造 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ム ２ ０ ８ を そ の 係 止 位 置 で 維 持 及 び 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ た 係  
止 ス ラ イ ダ ー 手 段 ３ １ ０ は 、 ベ ー ス １ ０ １ の 内 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 係 止 ス  
ラ イ ダ ー 手 段 ３ １ ０ は 、 方 向 ｘ に 沿 っ て 移 動 可 能 な 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ （ 図 ４ Ａ  
及 び 図 ４ Ｂ を 参 照 ） と 、 方 向 ｙ に 沿 っ て 移 動 可 能 な 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ と を 備 え  
る 。 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を 係 止 す る こ と に よ り 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ を  
係 止 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 カ ム ２ ０ ８ を そ の 係 止 位 置 で 維 持 及 び 係 止 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ベ ー ス １ ０ １ の 内 側 に 、 駆 動 手 段 ３ １ １ が 更 に 配 置 さ れ て い る 。 駆 動 手 段 ３ １ １ と 第 ２  
の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ と は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ と ベ ー ス １ ０ １ と の 間 に 並 ん で 配  
置 さ れ て お り 、 駆 動 手 段 ３ １ １ は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 右 側 に 配 置 さ れ て い る  
。 例 え ば 、 駆 動 手 段 ３ １ １ は ス ラ イ ダ ー で あ る 。 こ の ス ラ イ ダ ー は 、 一 実 施 形 態 で は 細 長  
い ス ラ イ ダ ー と す る こ と が で き る が 、 他 の 形 態 及 び 形 状 の 駆 動 手 段 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ に お い て 、 ベ ー ス １ ０ １ の 内 側 に 、 ば ね ３ １ ５ 及 び ば ね ３ １ ２ が 並 ん で 更 に 配 置 さ  
れ て い る 。 ば ね ３ １ ５ の 一 端 は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 尾 端 を 押 圧 し 、 ば ね ３ １  
５ の 他 端 は 、 ベ ー ス １ ０ １ の 内 壁 ３ ０ ６ を 押 圧 す る 。 ば ね ３ １ ５ は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ  
ー ３ １ ８ に 或 る 特 定 の 仮 締 め 力 を 加 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ば ね ３ １ ５ は 、 第 １ の 係  
止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ と と も に 作 用 し 、 そ れ に よ り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ は 、 方 向  
ｙ （ 第 ２ の 方 向 ） に 沿 っ て 往 復 運 動 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 ば ね ３ １ ２ の 一 端 は 、 駆  
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動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 尾 端 を 押 圧 し 、 他 端 は 、 ベ ー ス １ ０ １ の 内 壁 ３ ０ ６ を 押 圧 す る 。 ば  
ね ３ １ ２ は カ ム ２ ０ ８ と と も に 作 用 し 、 そ れ に よ り 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ も ま た 、 方 向  
ｙ （ 第 ２ の 方 向 ） に 沿 っ て 往 復 運 動 す る こ と が で き る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 ば ね ３ １ ５ 及 び  
３ １ ２ が 、 或 る 特 定 の 仮 締 め 力 を 提 供 す る こ と が で き る 他 の 弾 性 構 成 要 素 と す る こ と も で  
き る こ と が 理 解 さ れ る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｄ は 、 カ ム ２ ０ ８ と 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 ３ １ ０ （ 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４  
１ ７ 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を 含 む ） と の 間 の 協 働 関 係 を 示 す と と も に 、 係 止 ス  
ラ イ ダ ー 手 段 ３ １ ０ を 移 動 す る よ う に 駆 動 す る カ ム ２ ０ ８ の プ ロ セ ス を 示 す 、 図 ３ の ベ ー  
ス １ ０ １ 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ 、 ば ね ３ １ ２ 及 び 弾 性 構 成 要 素 ２ ０ ９ が 取 り 除 か れ た 後  
、 及 び カ ム ２ ０ ８ が 取 り 除 か れ た 後 の 、 概 略 構 造 正 面 斜 視 図 及 び 背 面 斜 視 図 で あ る 。 図 ４  
Ａ は 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ を 駆 動 す る カ ム ２ ０ ８ の プ ロ セ ス を 示 す 正 面 図 で あ り  
、 図 ４ Ｂ は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を 駆 動 す る 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ の プ ロ  
セ ス を 示 す 背 面 図 で あ る 。 図 ４ Ｃ 及 び 図 ４ Ｄ は 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ と 第 ２ の 係  
止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ と の 間 の 協 働 関 係 を よ り 明 確 に 示 す よ う に 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ か ら カ ム  
２ ０ ８ が 取 り 除 か れ た 後 の 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｄ に 示 す よ う に 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー  
３ １ ８ は 、 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ て お り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ は 、 ス ラ イ ダ ー の 本  
体 又 は ス ラ イ ダ ー の 長 さ 方 向 （ す な わ ち 、 方 向 ｙ ） に 沿 っ て カ ム ２ ０ ８ の 回 転 平 面 ４ ９ ０  
（ す な わ ち 、 ｘ ｚ 平 面 ） に 対 し て 垂 直 で あ る 。 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｄ に お い て 、 第 １ の 係 止 ス ラ  
イ ダ ー ４ １ ７ は カ ム ２ ０ ８ の 下 方 に 配 置 さ れ て お り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ は カ ム  
２ ０ ８ の 一 方 の 側 に あ る 。 ベ ー ス １ ０ １ に ば ね ４ ８ ５ が 更 に 配 置 さ れ て い る 。 ば ね ４ ８ ５  
の 一 端 は 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ の 尾 端 を 押 圧 し 、 ば ね ４ ８ ５ の 他 端 は 、 ベ ー ス １  
０ １ の 内 壁 ３ ０ ６ （ 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｄ に は 示 さ ず ） を 押 圧 す る 。 ば ね ４ ８ ５ は 、 第 １ の 係 止  
ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ に 或 る 特 定 の 仮 締 め 力 を 加 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 １ の 係 止 ス ラ  
イ ダ ー ４ １ ７ の 頭 部 ４ ９ ２ が 、 カ ム ２ ０ ８ の 底 部 ４ ９ ４ を 押 圧 し 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー  
４ １ ７ の 側 部 の 面 取 り 部 ４ ２ １ が 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 頭 端 の 相 補 的 な 面 取 り  
部 ４ ２ ２ を 押 圧 す る 。 こ の よ う に 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ が ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ （ 図  
５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ を 参 照 ） に よ っ て 係 止 さ れ て い な い 場 合 、 カ ム ２ ０ ８ が 左 回 り に 回 転 す る と  
（ ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 離 脱 す る と ） 、 カ ム ２ ０ ８ の 底 部 ４ ９ ４ は  
、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ の 頭 部 ４ ９ ２ に 力 を 加 え 、 そ れ に よ り 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ  
ダ ー ４ １ ７ は 、 方 向 ｘ に 沿 っ て そ の 係 止 位 置 か ら そ の 係 止 解 除 位 置 に 戻 る よ う に 移 動 し 、  
第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ の 移 動 に よ り ば ね ４ ８ ５ が 圧 縮 さ れ 、 一 方 、 カ ム ２ ０ ８ が 右  
回 り に 回 転 す る と （ ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ に 挿 入 さ れ る と ） 、 カ ム ２ ０  
８ の 底 部 ４ ９ ４ は 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ の 頭 部 ４ ９ ２ か ら 離 れ て 、 ば ね ４ ８ ５ に よ  
っ て 発 生 す る 弾 性 力 が 、 カ ム ２ ０ ８ に 対 す る ね じ り ば ね ２ ０ ９ の 弾 性 力 を 克 服 し 、 第 １ の  
係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ を 、 方 向 ｘ に 沿 っ て 係 止 解 除 位 置 か ら 係 止 位 置 に 向 か っ て 移 動 す る  
よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 同 様 に 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ が ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ （ 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ を 参 照 ） に  
よ っ て 係 止 さ れ て い な い 場 合 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ が 方 向 ｘ に 沿 っ て そ の 係 止 位  
置 か ら そ の 係 止 解 除 位 置 ま で 移 動 す る と 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ の 面 取 り 部 ４ ２ １  
が 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 相 補 的 な 面 取 り 部 ４ ２ ２ に 力 を 加 え 、 ２ つ の 相 補 的 な  
面 取 り 部 に お い て 発 生 し た 分 力 に よ り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ が 方 向 ｙ に 沿 っ て そ  
の 係 止 位 置 か ら そ の 係 止 解 除 位 置 ま で 移 動 し 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 移 動 に よ り  
ば ね ３ １ ５ が 圧 縮 さ れ 、 一 方 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ が 方 向 ｘ に 沿 っ て そ の 係 止 解  
除 位 置 か ら そ の 係 止 位 置 に 向 か っ て 移 動 す る と 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ の 面 取 り 部  
４ ２ １ が 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 相 補 的 な 面 取 り 部 ４ ２ ２ に 加 え ら れ る 力 を 解 除  
し 、 ば ね ３ １ ５ は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を 押 し て 、 方 向 ｙ に 沿 っ て そ の 係 止 解 除  
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位 置 か ら そ の 係 止 位 置 に 向 か っ て 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 上 に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ （ 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ を 参 照 ） を 収  
納 す る よ う に 構 成 さ れ た 係 止 孔 ４ １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ 及  
び 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ が そ れ ら の そ れ ぞ れ の 係 止 位 置 に あ る と き 、 第 １ の 係 止 ス  
ラ イ ダ ー ４ １ ７ は カ ム ２ ０ ８ を 係 止 位 置 で 維 持 す る 。 こ の 場 合 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ （ 図 ５  
Ａ ～ 図 ５ Ｃ を 参 照 ） が 係 止 孔 ４ １ ９ に 挿 入 さ れ た 場 合 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ は 係  
止 さ れ 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ 及 び カ ム ２ ０ ８ は そ れ に 対 応 し て 係 止 さ れ 、 そ れ に  
よ り 、 カ ム ２ ０ ８ に お い て ド ア フ ッ ク １ ０ ２ を 係 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 孔 ４ １ ９ か ら 離 脱 し た 場 合 、 第 ２ の  
係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ は ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ に よ っ て 係 止 さ れ ず 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ を カ ム  
２ ０ ８ か ら 引 き 出 す こ と が で き る た め 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ 及 び 第 １ の 係 止 ス ラ  
イ ダ ー ４ １ ７ が 係 止 位 置 に あ る 場 合 で あ っ て も 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ は カ ム ２ ０  
８ を 係 止 位 置 で 維 持 す る 。 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ を 引 き 出 す こ と に よ り 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ  
ー ４ １ ７ 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を そ の 係 止 位 置 か ら そ の 係 止 解 除 位 置 ま で 移 動  
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 し た が っ て 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 伝 達 機 能  
を 通 し て 、 カ ム ２ ０ ８ の 回 転 運 動 を 、 方 向 ｙ に 沿 っ た 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 直 線  
運 動 に 変 換 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 カ ム ２ ０ ８ の 係 止 を よ り 容 易 に 制 御 す る こ と  
が で き る （ 例 え ば 、 カ ム ２ ０ ８ は 、 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ の ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ に よ っ て 第 ２ の 係  
止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を 係 止 す る か 又 は そ の 係 止 を 解 除 す る こ と に よ っ て 制 御 さ れ る ） だ け  
で は な く 、 小 型 の 長 方 形 構 造 が 達 成 さ れ 、 ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の 長 さ が 更 に 縮 小 さ れ る 。 更  
に 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 ３ １ ０ の 精 度 及 び 強 度 に 対 す る 要 件 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の ボ ッ ク ス カ バ ー が 取 り 除 か れ た 後 の ス イ  
ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 内 側 の 構 成 要 素 と ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 構 造 と を 示 す 概 略 構 造  
斜 視 図 で あ る 。 図 ５ Ａ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ と 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と の  
相 対 位 置 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 図 ５ Ｂ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ が 取 り 除 か れ た 後 の ス イ ッ チ ボ ッ  
ク ス ２ ０ ５ に お け る 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 位 置 を 示 す 概 略 図 で あ り 、  
図 ５ Ｃ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ 及 び 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 更 に 取 り 除 か れ た 後 の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス  
２ ０ ５ の 詳 細 な 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ は 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ 、 ス イ  
ッ チ 駆 動 手 段 ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 備 え る 。 弾 性 片 ５ ２ ４ は 方 向 ｘ に 沿 っ て 延 在 し  
て い る 。 弾 性 片 ５ ２ ４ の 中 間 部 分 は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 内 側 に 接 続 さ れ て い る 。  
弾 性 片 ５ ２ ４ の 尾 端 は 、 可 動 接 点 ５ ８ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ は 、 可 動  
接 点 ５ ８ ６ の 下 方 に 位 置 す る 固 定 接 点 ５ ２ ３ を 更 に 備 え る 。 可 動 接 点 ５ ８ ６ 及 び 固 定 接 点  
５ ２ ３ を 、 互 い に 接 触 す る か 又 は 互 い か ら 引 き 離 す よ う に 制 御 す る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ  
手 段 ５ ２ ０ の 閉 鎖 及 び 開 放 を 制 御 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 作 動 回 路 の 接 続 及 び 切 断  
を 制 御 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 固 定 接 点 ５ ２ ３ の 位 置 は 固 定 さ れ て お り 、 可 動 接  
点 ５ ８ ６ は 、 固 定 接 点 ５ ２ ３ に 対 し て 移 動 す る こ と が で き る 。 弾 性 片 ５ ２ ４ の 中 間 部 分 と  
尾 端 （ す な わ ち 、 可 動 接 点 ５ ８ ６ が 設 け ら れ て い る 尾 端 ） と の 間 の 部 分 が 上 向 き の 力 を 受  
け る と 、 尾 端 の 可 動 接 点 ５ ８ ６ は 上 向 き に 移 動 し て 固 定 接 点 ５ ２ ３ か ら 離 れ 、 そ の た め ス  
イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る こ と が で き る 。 弾 性 片 ５ ２ ４ が い か な る 外 力 も 受 け て い な い  
と き 、 弾 性 片 ５ ２ ４ は 、 弾 性 力 の 作 用 に よ り そ の 初 期 位 置 に 復 帰 す る 。 初 期 位 置 で は 、 可  
動 接 点 ５ ８ ６ は 固 定 接 点 ５ ２ ３ と 接 触 し て 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 閉 鎖 す る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ の 下 方 に 位 置 し 、 と も  
に 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る よ う に 、 弾 性 片 ５ ２ ４ に 上 向 き の 力 を 加 え る よ う に 構  
成 す る こ と が で き る 。 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 空 間 を 節 約 す る た め に 、 ス イ ッ チ 駆 動 手  
段 ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 具 体 的 な 位 置 は 合 理 的 に 配 置 す る こ と が で き 、 例 え ば 、  
ス イ ッ チ 駆 動 手 段 ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 方 向 ｘ に お い て 並 ん で 配 置 す る こ と が  
で き る 。 一 例 と し て 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 ５ ２ ６ よ り も 弾 性 片 ５ ２ ４  
の 端 部 の 可 動 接 点 ５ ８ ６ に 近 く 、 そ れ に よ り 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 方 向 ｚ に お い て 大 き  
い 移 動 範 囲 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 に 示 す 例 で は 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 ５ ２ ６ は 、 揺 動 レ バ ー で あ り 、 機 械 的 構 造 体 に よ っ  
て 駆 動 さ れ て 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る よ う に 回 転 す る こ と が で き る 。 当 然 な が ら 、 ス  
イ ッ チ 駆 動 手 段 ５ ２ ６ は ま た 、 他 の 形 態 で の 駆 動 部 分 と す る こ と も で き 、 例 え ば 、 弾 性 片  
５ ２ ４ は 、 直 線 運 動 に よ っ て 押 し 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ５ Ｂ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ の 下 方 に 位 置 す る 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と 、  
可 動 接 点 ５ ８ ６ の 下 方 に 位 置 す る 固 定 接 点 ５ ２ ３ と を よ り 明 確 に 示 す 。 一 例 と し て 、 揺 動  
レ バ ー ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 前 後 方 向 （ 方 向 ｘ ） に 沿 っ て 弾 性 片 ５ ２ ４ の 下 方  
に 配 置 さ れ 、 固 定 接 点 ５ ２ ３ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ の 幅 方 向 （ 方 向 ｙ ）  
に お い て 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 回 転 運 動 し 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 垂  
直 運 動 す る が 、 ２ つ の 運 動 の 両 方 に よ り ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ５ Ｂ に お い て 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 と 揺 動 レ バ ー  
ア イ ド ル 位 置 と を 有 し 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 （ す な わ ち 、 ロ ッ ク ピ  
ン ５ ２ ５ が 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 さ れ て い る ） と ロ ッ ク  
ピ ン 係 止 解 除 位 置 （ す な わ ち 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 係 止  
孔 ４ １ ９ か ら 離 脱 し て い る ） と を 有 す る 。 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が ア イ ド ル 位 置 に あ る と と も  
に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 位 置 に あ る と き 、 弾 性 片 ５ ２ ４ の 可 動 接 点 ５ ８ ６ は 揺 動 レ バ  
ー ５ ２ ６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ か ら 制 約 を 受 け ず 、 し た が っ て 、 固 定 接 点 ５ ２ ３ と 接 触 し  
て 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 閉 鎖 す る こ と が で き る 。 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 作 動 位 置 に あ り 、  
又 は ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が そ の 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ 又 は ロ ッ ク ピ ン  
５ ２ ５ は 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し て 、 固 定 接 点 ５ ２ ３ か ら 弾 性 片 ５ ２ ４ の 可 動 接 点 ５ ８ ６ を 引  
き 離 し て ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ５ Ｃ に お い て 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 更 に 取 り 除 か れ て お り 、 そ れ に よ り 、 ス イ ッ チ ボ  
ッ ク ス ２ ０ ５ の 内 側 の 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 取 付 空 間 及 び 構 造 を よ り 明 確 に 示 す こ と が で き  
る 。 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 内 部 に 取 り 付  
け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た チ ャ ン バ ー ５ ３ １ を 有 す る 。 チ ャ ン バ ー ５ ３ １ の ２ つ の 対 向 す  
る 側 壁 の 頂 部 に 、 ２ つ の 締 付 溝 ５ ３ ３ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 締 付 溝 ５ ３ ３ は 、 揺 動  
レ バ ー ５ ２ ６ の シ ャ フ ト ７ ３ ２ （ 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ を 参 照 ） を 収 容 す る こ と が で き る 。 図  
に 示 す 例 で は 、 締 付 溝 ５ ３ ３ の 構 成 に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の シ ャ フ ト ７ ３ ２ は 方 向 ｙ  
に 沿 っ て 配 置 さ れ る 。 当 然 な が ら 、 他 の 例 で は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が シ ャ フ ト ７ ３ ２ の 周  
り を 回 転 し て 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ 、 そ れ に よ り 弾 性 片 ５ ２ ４ の 可 動 接 点 ５ ８ ６ を 固 定  
接 点 ５ ２ ３ か ら 引 き 離 す こ と が で き る 限 り 、 シ ャ フ ト ７ ３ ２ を 方 向 ｘ に 沿 っ て 配 置 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 更 に 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 底 部 ６ ２ ９ は 、 チ ャ ン バ ー ５ ３ １ と 連 通 す る 孔 ６ ３ ０  
（ 図 ６ を 参 照 ） を 有 し 、 チ ャ ン バ ー ５ ３ １ 内 の 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 孔 ６ ３ ０ を 通 っ て ス  
イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 外 側 に 向 か っ て 延 在 す る こ と が で き る と と も に 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー  
３ １ １ （ 図 ６ を 参 照 ） に よ っ て 駆 動 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 当 然 な が ら 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 が 、 他 の 構 成 要 素 で あ る か 、 又 は 他 の 形 態 の 移 動 を 通 し  
て 弾 性 片 ５ ２ ４ を 駆 動 す る 場 合 、 当 業 者 で あ れ ば 、 異 な る タ イ プ の ス イ ッ チ 駆 動 手 段 を 収  
容 す る よ う に ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 内 の 異 な る 構 造 の チ ャ ン バ ー を 設 計 す る こ と が で き  
、 そ れ ら は 全 て 本 出 願 の 保 護 範 囲 内 に あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 更 に 、 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ は 、 ド ラ イ バ ー ハ ウ ジ ン  
グ ５ ２ ８ 、 鉄 心 ハ ウ ジ ン グ ５ ９ ５ 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ 及 び 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ を 更 に  
備 え る 。 ド ラ イ バ ー ハ ウ ジ ン グ ５ ２ ８ は 、 電 子 駆 動 手 段 （ 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ に は 示 さ ず 、 図  
１ １ Ａ 及 び 図 １ １ Ｂ に 示 す 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ ） を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ 、 電 子 駆 動  
手 段 １ １ ５ ０ は 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 通 し て ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 上 向 き 又 は 下 向 き  
に 移 動 す る よ う に 駆 動 し て 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 ３ １ ０ を 係 止 又 は 係 止 解 除 し 、 ス イ ッ チ  
手 段 ５ ２ ０ を 閉 鎖 又 は 開 放 す る こ と が で き る 。 一 例 と し て 、 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ は 電 磁  
石 で あ り 、 ド ラ イ バ ー ハ ウ ジ ン グ ５ ２ ８ は コ イ ル １ １ ７ ２ を 収 容 し 、 鉄 心 ハ ウ ジ ン グ ５ ９  
５ は 鉄 心 １ １ ７ ３ を 収 容 し 、 鉄 心 １ １ ７ ３ は コ イ ル １ １ ７ ２ 内 に 挿 入 さ れ て い る （ 図 ５ Ａ  
～ 図 ５ Ｃ に は 示 さ ず 、 図 １ １ Ａ 及 び 図 １ １ Ｂ を 参 照 ） 。 鉄 心 １ １ ７ ３ は 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク  
５ ８ ８ に 接 続 さ れ て お り 、 そ れ に よ り 、 鉄 心 １ １ ７ ３ は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 移 動 す る よ  
う に 駆 動 す る よ う に 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 移 動 す る よ う に 駆 動 す る こ と が で き る 。  
図 に 示 す 例 で は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 垂 直 に 移 動 し 、 ま た 、 ベ ー ス １ ０ １ の 第 ２ の 係 止  
ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ と 係 合 す る よ う に ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 底 部 を 貫 通 し て 外 向 き に 延  
在 し 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー １ ３ ８ の 係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 さ れ る か 又 は そ こ か ら 離 脱 す  
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は 、 係 止 状 態 及 び 係 止 解 除 状 態 を 有 し 、 電 子 駆 動  
手 段 １ １ ５ ０ の 鉄 心 １ １ ７ ３ に よ っ て 押 さ れ て ２ つ の 状 態 間 で 切 り 替 わ る こ と が で き る 。  
鉄 心 １ １ ７ ３ が 移 動 す る た び に 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は そ れ に 応 じ て 移 動 し 、 係 止 状  
態 と 係 止 解 除 状 態 と の 間 で １ 回 切 り 替 わ る 。 電 化 製 品 の 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 送  
信 さ れ る 駆 動 信 号 （ 又 は 制 御 信 号 ） は 励 磁 信 号 と す る こ と が で き 、 各 励 磁 パ ル ス が 、 自 己  
係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 押 し て １ 回 移 動 さ せ る よ う に 、 鉄 心 １ １ ７ ３ を １ 回 移 動 さ せ る こ と  
が で き る 。 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 相 対 位 置 は 妥 当 に 配 置 さ れ 、  
そ れ に よ り 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ が 係 止 状 態 又 は 係 止 解 除 状 態 に あ る と き 、 ロ ッ ク ピ  
ン ５ ２ ５ は 、 そ れ に 対 応 し て そ の 係 止 解 除 位 置 又 は 係 止 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ 内 に 機 械 的 反 転 手 段 が 配 置 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 と し て 、 機  
械 的 反 転 手 段 は 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ と す る こ と が で き る 。 係 止 解 除 状 態 に あ る 自 己 係 止 ブ ロ  
ッ ク ５ ８ ８ が 前 方 に 押 さ れ る と 、 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ は 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ が 押 さ れ  
る 位 置 に お い て 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 係 止 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 自 己 係 止 ブ  
ロ ッ ク ５ ８ ８ は そ の 元 の 位 置 に 復 帰 す る こ と が で き ず 、 す な わ ち 、 係 止 状 態 に 変 化 し 、 ロ  
ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 係 止 孔 ４ １ ９ か ら 離 脱 す る （ す な わ ち  
、 係 止 解 除 位 置 ） よ う に 上 向 き に 持 ち 上 げ ら れ 、 一 方 、 係 止 状 態 に あ る 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク  
５ ８ ８ が 前 方 に 押 さ れ る と 、 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ は 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 係 止 解 除 す る  
こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は そ の 元 の 位 置 に 復 帰 し 、 す な わ ち 、  
係 止 解 除 状 態 に 変 化 し 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 下 げ ら れ 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の  
係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 さ れ る （ す な わ ち 、 係 止 位 置 ） 。 一 実 施 形 態 と し て 、 押 込 み 機 構 ５  
８ ７ は 、 様 々 な 方 法 で 、 例 え ば 、 「 ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル 押 込 み 機 構 」 で 実 施 す る こ と が で  
き る 。 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ は ２ つ の 状 態 、 す な わ ち 、 係 止 解 除 状 態 （ ロ ッ ク ピ ン ５ ２  
５ の 係 止 解 除 位 置 に 対 応 す る ） と 係 止 状 態 （ ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 係 止 位 置 に 対 応 す る ） と  
を 有 す る 。 機 械 的 反 転 手 段 は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 現 状 態 を 変 化 さ せ る か 又 は 維 持  
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 正 常 な 状 態 で は 、 電 化 製 品 が ド ア 開 放 状 態 に 入 る と 、 電 化 製 品 の 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ）  
は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ に パ ル ス 駆 動 信 号 を 送 信 し 、 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ を 通 し て  
自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 駆 動 し て 、 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 切 断 す る よ う に 、 ロ ッ ク ピ ン  
５ ２ ５ を 、 持 ち 上 が っ て （ す な わ ち 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 係 止 孔 ４ １ ９ か ら 離  
脱 し て ） 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る よ う に 駆 動 し 、 外 力 を 通 し て 電 化 製 品 の ド ア が 開 放 さ  
れ る の を 可 能 に す る よ う に 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を 係 止 解 除 し て カ ム ２ ０ ８ を 解  
放 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 電 化 製 品 の ド ア が 強 制 的 に 開 放 さ れ る と き 、 す な わ ち 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 依 然 と し て  
第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 係 止 孔 ４ １ ９ に 挿 入 さ れ て い る と き 、 外 力 が 、 電 化 製 品 か  
ら ド ア フ ッ ク １ ０ ２ を 強 制 的 に 引 き 出 す 。 こ の 場 合 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ を そ の 作 動 位 置 ま  
で 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 電 化 製 品 の 作 動 回 路 も ま た 即 座 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ と 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス  
２ ０ ５ と の 位 置 関 係 を 示 す と と も に 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３  
１ ８ の 組 立 方 向 を 示 す 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ 及 び 第 ２ の 係 止  
ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 後 側 を 示 す 概 略 構 造 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ボ ッ  
ク ス ２ ０ ５ の 底 部 に 孔 ６ ３ ０ が 設 け ら れ て お り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ （ 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の  
具 体 的 な 構 造 は 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ を 参 照 ） の 端 部 が 、 孔 ６ ３ ０ を 通 っ て ス イ ッ チ ボ ッ ク ス  
２ ０ ５ の 外 側 に 向 か っ て 延 在 し て い る 。 孔 ６ ３ ０ の サ イ ズ は 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 端 部 よ り  
も 大 き く 、 そ れ に よ り 、 孔 ６ ３ ０ を 通 っ て 外 向 き に 延 在 し た 後 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 端 部  
は 依 然 と し て 或 る 特 定 の 範 囲 で 移 動 す る こ と が で き る 。 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 端 部 が 外 向 き  
に 延 在 す る 部 分 は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ に よ っ て 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ を 回 転 さ せ る よ う  
に 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 外 側 か ら 駆 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ に 見 る こ と が で き る よ う に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 端 部 も ま た 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２  
０ ５ の 底 部 か ら 外 向 き に 延 在 し て い る 。 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 垂 直 に 移 動 す る と 、 延 在 部 分  
を 係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 す る と と も に 係 止 孔 ４ １ ９ か ら 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 幅 方 向 （ す な わ ち 、 方 向 ｙ ） に 沿  
っ て ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 後 側 に 配 置 さ れ 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と 協 働 す る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 ス イ ッ  
チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 後 側 に 並 ん で 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 具 体 的 な 構 造 を 示 す 、 ２ つ の 異 な る 角 度 か ら  
の 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 概 略 構 造 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 シ ャ フ ト ７ ３ ２ 、 上 部 ア ー ム ７  
３ ５ 及 び 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ を 含 む 。 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ 及 び 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ は 、 シ ャ フ ト  
７ ３ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 力 を 受 け る と 、 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ は 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ を 作 動  
さ せ て 、 と も に シ ャ フ ト ７ ３ ２ の 周 り を 回 転 す る 。 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 チ ャ ン バ ー ５ ３  
１ 内 に 収 容 さ れ て お り 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ の 一 端 は 弾 性 片 ５ ２ ４ と 接 触 す る こ と が で き 、  
下 部 ア ー ム ７ ３ ６ の 一 端 は 孔 ６ ３ ０ を 通 っ て ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ か ら 延 出 し 、 そ れ に  
よ り 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 外 側 の 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ を 駆 動  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ に 示 す 例 で は 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ 及 び 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ は 、 シ ャ フ ト  
７ ３ ２ に お い て 曲 が っ て お り 、 互 い に 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。 一 例 と し て 、 シ ャ フ ト ７ ３ ２  
は 、 方 向 ｙ に 沿 っ て 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ は  
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方 向 ｘ に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ は 方 向 ｚ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 揺 動 レ バ  
ー ５ ２ ６ が 作 動 位 置 に あ る と き 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ て ス イ ッ  
チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 し 、 一 方 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が ア イ ド ル 位 置 に あ る と き 、 下 部 ア ー ム  
７ ３ ６ は 後 退 し 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 閉 鎖 又 は 開 放 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ の 端 部 に 突 起 ７ ３ ８ が 更 に 設 け ら れ て い る 。 突 起 ７ ３ ８  
は 、 上 向 き に 突 出 し 、 弾 性 片 ５ ２ ４ と 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ  
に 示 す 例 で は 、 突 起 ７ ３ ８ は 、 方 向 ｙ に 沿 っ て 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ の 幅 を 越 え る よ う に 或  
る 一 定 の 長 さ だ け 延 在 し て い る 。 突 起 ７ ３ ８ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ の 幅 に 近 い か 又 は 等 し い 長  
さ を 有 し 、 そ れ に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 弾 性 片 ５ ２ ４ に 力 を 加 え る と 、 弾 性 片 ５ ２ ４  
は 均 一 に 力 を 受 け る 。 当 然 な が ら 、 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ の 一 端 が 弾 性 片 ５ ２ ４ と 接 触 し て 弾  
性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る こ と が で き る 限 り 、 突 起 ７ ３ ８ の 長 さ は 他 の よ う に 設 定 す る こ と  
も で き 、 又 は 、 突 起 ７ ３ ８ を 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 実 施 形 態 と し て 、 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ の 端 部 に 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 接 触 す る 下 部  
ア ー ム ７ ３ ６ の 接 触 点 を 増 大 さ せ る よ う に 、 湾 曲 ハ ン ド ル ７ ３ ９ が 更 に 設 け ら れ て い る 。  
湾 曲 ハ ン ド ル ７ ３ ９ の 縁 は 面 取 り 部 ７ ３ ７ を 有 す る 。 面 取 り 部 ７ ３ ７ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー  
３ １ １ の 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ３ （ 図 ８ Ａ 及 び 図 ８ Ｂ を 参 照 ） と 相 補 的 で あ り 、 そ  
れ に よ り 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ を 回 転 さ せ る よ う に 下 部 ア ー ム ７  
３ ６ を 駆 動 す る こ と が で き る 。 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 駆 動 さ れ る 具 体 的 な 方 法 に つ い て は 、  
駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 具 体 的 な 構 造 を 参 照 し て 詳 細 に 後 述 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ８ Ａ 及 び 図 ８ Ｂ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ド ア フ ッ ク １ ０  
２ と の 間 の ２ つ の 協 働 関 係 を 示 す 、 概 略 構 造 図 で あ る 。 図 ８ Ａ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １  
と 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と の 間 の 協 働 関 係 を 示 す 背 面 図 で あ り 、 図 ８ Ｂ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６  
と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ と の 間 の 協 働 関 係 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ８ Ａ 及 び 図 ８ Ｂ に 示 す よ う に 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 実 質 的 に 細 長 く 、 方 向 ｙ に  
沿 っ て 延 在 す る 長 さ を 有 し 、 方 向 ｙ に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 側  
面 は 、 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ３ を 有 し 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ の 面  
取 り 部 ７ ３ ７ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 側 面 の 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ３ を 押 圧 し  
、 面 取 り 部 ７ ３ ７ 及 び 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ３ は 、 相 補 的 な 形 状 を 有 す る 。 更 に 、  
駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 そ の 前 端 の 下 部 に ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ２ を 有 す る 。 ド  
ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ２ は 、 前 後 方 向 に 沿 っ て 垂 直 に 傾 斜 し て お り 、 そ れ に よ り 、 ド  
ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ２ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 底 面 と 鈍 角 を な し て い る 。 ド ア  
フ ッ ク １ ０ ２ の 端 部 は 、 ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ２ と 一 致 す る 面 取 り 部 ８ ４ ４ を 有 す  
る 。 面 取 り 部 は 、 互 い に 押 圧 し て い る と き 相 補 的 な 接 触 面 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 し た が っ て 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ に 挿 入 さ れ る と 、 ド ア フ ッ ク １ ０  
２ の 面 取 り 部 ８ ４ ４ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ２ を 押 圧 し  
、 そ れ に よ り 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 面 取 り 部 ８ ４ ４ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の ド ア ロ ッ  
ク 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ２ に 力 を 加 え 、 ２ つ の 相 補 的 な 面 取 り 部 に お い て 発 生 す る 分 力 が 、 駆  
動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ を 押 し て 、 方 向 ｙ に 沿 っ て そ の 係 止 位 置 か ら そ の 係 止 解 除 位 置 に 向 か  
っ て 移 動 さ せ 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は ば ね ３ １ ２ を 圧 縮 し 、 一 方 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が  
ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 引 き 出 さ れ る と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 面 取 り 部 ８ ４ ４ は 、 駆 動 ス  
ラ イ ダ ー ３ １ １ の ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ２ に 加 え ら れ る 力 を 解 除 し 、 ば ね ３ １ ２ は  
、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ を 押 し て 、 方 向 ｙ に 沿 っ て そ の 係 止 解 除 位 置 か ら そ の 係 止 位 置 に  
向 か っ て 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 側 面 は 、 方 向 ｘ に 沿 っ て 凹 状 に な っ て い る 凹 状 部 ８ ４ ５ を 有 し  
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、 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ３ は 、 凹 状 部 ８ ４ ５ の 側 面 に 配 置 さ れ て い る 。 駆 動 ス ラ イ  
ダ ー ３ １ １ が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 に あ る （ す な わ ち 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ  
ッ ク 孔 １ ０ ３ 内 に 挿 入 さ れ て い る ） と き 、 凹 状 部 ８ ４ ５ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 下 部 ア ー  
ム ７ ３ ６ を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 一 方 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 駆 動 ス ラ イ ダ  
ー 係 止 位 置 に あ る （ す な わ ち 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 引 き 出 さ れ て  
い る ） と き 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ は 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 非 凹 状 部 を  
押 圧 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 し た が っ て 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 方 向 ｙ に 沿 っ て そ の 係 止 位 置 か ら そ の 係 止 解 除 位  
置 ま で 移 動 す る と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ３ は 、 揺 動 レ バ  
ー ５ ２ ６ の 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ の 面 取 り 部 ７ ３ ７ に 力 を 加 え 、 ２ つ の 相 補 的 な 面 取 り 部 に お  
い て 発 生 す る 分 力 が 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ を 押 し て 左 回 り に 回 転 さ せ 、  
そ れ に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 そ の ア イ ド ル 位 置 か ら そ の 作 動 位 置 ま で 回 転 し 、 揺 動  
レ バ ー ５ ２ ６ の 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ の 弾 性 力 を 克 服 し て 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を  
押 し 上 げ （ す な わ ち 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 し ） 、 一 方 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 方  
向 ｙ に 沿 っ て そ の 係 止 解 除 位 置 か ら そ の 係 止 位 置 ま で 移 動 す る と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １  
の 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 ８ ４ ３ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 下 部 ア ー ム ７ ３ ６ の 面 取 り 部 ７  
３ ７ に 加 え ら れ る 力 を 解 除 し 、 弾 性 片 ５ ２ ４ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 上 部 ア ー ム ７ ３ ５ に  
弾 性 力 を 加 え て 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ を 右 回 り に 回 転 さ せ る と と も に 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の  
上 部 ア ー ム ７ ３ ５ を 下 向 き に 後 退 さ せ 、 そ れ に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 そ の 作 動 位 置  
か ら そ の ア イ ド ル 位 置 ま で 回 転 し 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 閉 鎖 又 は 開 放 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 し た が っ て 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 に あ る （ す な わ ち 、 ド ア  
フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 引 き 出 さ れ て い る ） と き 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 作  
動 位 置 に あ っ て 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る こ と が で き る こ と を 確 実 に す る 。 駆 動 ス  
ラ イ ダ ー ３ １ １ が 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 に あ る （ す な わ ち 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド  
ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ 内 に 挿 入 さ れ て い る ） と き 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 ア イ ド ル 位 置 に あ り  
、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ に よ る ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 制 御 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｃ は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ３ つ の 異 な る 位 置 に あ る （ ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が  
ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ 内 に 完 全 に 挿 入 さ れ て い る 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３  
か ら 部 分 的 に 引 き 出 さ れ て い る 、 及 び 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 完 全  
に 引 き 出 さ れ て い る ） と き の 、 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 ３ １ ０ （ 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７  
及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ ） と 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ と 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と 、  
揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と の 協 働 を 示 す 概 略 構 造 図 で あ る 。 図 １ ０ Ａ ～ 図 １ ０ Ｃ は 、 弾 性 片 ５ ２  
４ と 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ と 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ と の 間 の 協 働 関 係 を 示 す 、 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｃ  
の ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の ３ つ の 異 な る 位 置 に 対 応 す る 、 線 Ａ － Ａ 、 Ｂ － Ｂ 及 び Ｃ － Ｃ に 沿 っ  
た ３ つ の 断 面 図 で あ る 。 図 ９ Ａ 及 び 図 １ ０ Ａ は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３  
内 に 完 全 に 挿 入 さ れ て い る と き の 構 成 部 品 の 間 の 協 働 関 係 を 示 し 、 図 ９ Ｂ 及 び 図 １ ０ Ｂ は  
、 ド ア の 正 常 な 開 放 中 に ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 部 分 的 に 引 き 出 さ れ  
て い る と き の 構 成 要 素 の 間 の 協 働 関 係 を 示 し 、 図 ９ Ｃ 及 び 図 １ ０ Ｃ は 、 外 力 に よ る ド ア の  
強 制 的 な 開 放 中 に ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 完 全 に 引 き 出 さ れ て い る と  
き の 構 成 要 素 の 間 の 協 働 関 係 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ９ Ａ に 示 す 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 電 化 製 品 が 運 転 を 停 止 し 、 ド ア フ ッ  
ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ 内 に 挿 入 さ れ て 電 化 製 品 の ド ア を 閉 鎖 し て い る 。 図 ９ Ａ に  
示 す よ う に 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は カ ム ２ ０ ８ を 押 し て そ の 係 止 位 置 ま で 回 転 さ せ 、 カ ム ２  
０ ８ の 下 端 は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 孔 １ ８ １ 内 に 挿 入 さ れ て ド ア フ ッ ク １ ０ ２ を 引 っ 掛 け  
る 。 カ ム ２ ０ ８ の 回 転 に よ り 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ が そ の 係 止 位 置 ま で 移 動 し 、  
第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ は 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ を 押 し て そ の 係 止 位 置 ま で  
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移 動 さ せ 、 そ れ に よ り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 係 止 孔 ４ １ ９ は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２  
５ と 正 確 に 位 置 合 せ さ れ る が 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 下 向 き に 挿 入 さ れ て  
お ら ず 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 依 然 と し て ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 に あ り 、 ス イ ッ チ 手 段  
５ ２ ０ を 開 放 す る よ う に 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る 。 電 化 製 品 の ス イ ッ チ ボ タ ン が 押 さ れ  
、 且 つ ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 制 御 回 路 が 駆 動 信 号 を 送 信 し た 後 に の み 、 自 己 係 止 ブ ロ  
ッ ク ５ ８ ８ は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 駆 動 し て 、 方 向 ｚ に 沿 っ て そ の 係 止 位 置 ま で 下 向 き に  
移 動 さ せ （ す な わ ち 、 係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 さ れ ） 、 そ れ に よ り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー  
３ １ ８ は 係 止 さ れ 、 且 つ 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ 及 び カ ム ２ ０ ８ も ま た 係 止 さ れ 、  
ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 カ ム ２ ０ ８ に よ っ て 引 っ 掛 け ら れ 、 引 き 出 す こ と が で き ず 、 そ れ に  
よ り 、 電 化 製 品 の ド ア を 係 止 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ９ Ａ に 示 す 状 態 で は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 前 端 を 押 圧 し て  
、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ を そ の 係 止 解 除 位 置 ま で 押 し 、 そ れ に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は  
そ の ア イ ド ル 位 置 ま で 移 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ９ Ａ に 対 応 し て 、 図 １ ０ Ａ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 内 側 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で  
あ る 。 こ の 場 合 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は そ の ア イ ド ル 位 置 に あ り 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ  
な い 。 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 に あ り 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ て  
、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る 。 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 内 の 制 御 回 路 が 駆 動 信 号 を 送  
信 し た 後 に の み 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 そ の 係 止 位 置 ま で 下 向 き に 移 動 し （ す な わ ち 、 係  
止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 さ れ ） 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ な く な る 。 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が ロ ッ  
ク ピ ン 係 止 位 置 に な っ た 後 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ も ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ も 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し  
上 げ ず 、 弾 性 片 ５ ２ ４ は 、 弾 性 力 の 作 用 に よ り 下 向 き に 移 動 し 、 可 動 接 点 ５ ８ ６ が 固 定 接  
点 ５ ２ ３ と 接 触 し て 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 閉 鎖 し 、 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 接 続 し 、 そ れ  
に よ り 、 電 化 製 品 は 運 転 を 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ９ Ｂ に 示 す 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 電 化 製 品 が 運 転 を 停 止 し 、 ド ア の 正  
常 な 開 放 中 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 部 分 的 に 引 き 出 さ れ て 、 電 化  
製 品 の ド ア を 開 放 す る 。 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 電 化 製 品 が 運 転 を 停 止 す る と 、 電 化 製 品 の  
回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） は 電 源 切 断 信 号 を 送 信 し 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 内 の 電 子 駆 動 手  
段 は 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 通 し て 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 、 方 向 ｚ に 沿 っ て 持 ち 上 が  
っ て 係 止 孔 ４ １ ９ か ら 離 脱 す る よ う に 駆 動 し 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 そ の 係 止 解 除 位 置 ま  
で 移 動 し 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る 。 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 移 動 に よ り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ  
イ ダ ー ３ １ ８ が 係 止 解 除 さ れ る と と も に 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ 及 び カ ム ２ ０ ８ も  
係 止 解 除 さ れ る 。 ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 引 き 出 さ れ る と 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は カ ム ２ ０  
８ を 回 転 す る よ う に 駆 動 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 カ ム ２ ０ ８ は そ の 係 止 位 置 か ら 離  
脱 す る （ 又 は 、 そ の 係 止 解 除 位 置 ま で 移 動 す る ） 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ９ Ｂ に 示 す 状 態 で は 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 前 端 を 押 圧 し な  
く な り 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 ば ね ３ １ ２ の 弾 性 力 の 作 用 に よ り そ の 係 止 位 置 ま で 移  
動 し 、 そ れ に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は そ の 作 動 位 置 ま で 移 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ９ Ｂ に 対 応 し て 、 図 １ ０ Ｂ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 内 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る  
。 こ の 場 合 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 に あ り 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は ロ ッ ク  
ピ ン 係 止 解 除 位 置 に あ り 、 ２ つ は と も に 弾 性 片 ５ ２ ４ を 持 ち 上 げ て 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０  
を 開 放 す る と と も に 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 切 断 し 、 そ れ に よ り 、 電 化 製 品 は 運 転 を 停 止 す  
る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 し た が っ て 、 図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｂ 並 び に 図 １ ０ Ａ 及 び 図 １ ０ Ｂ か ら 見 る こ と が で き る よ う  
に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ が 開 放 さ れ る こ と  
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が 確 実 で あ る 。 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 作 動  
位 置 に あ っ て も ア イ ド ル 位 置 に あ っ て も 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 開 放 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 し か し な が ら 、 電 化 製 品 の 運 転 中 、 ド ア が 外 力 に よ っ て 強 制 的 に 引 っ 張 ら れ る か 、 又 は  
更 に は 、 ド ア ロ ッ ク １ ０ ０ の カ ム ２ ０ ８ が 損 傷 し て お り 電 化 製 品 の ド ア を 開 放 す る 場 合 、  
安 全 性 を 確 保 す る た め に 、 電 化 製 品 の 運 転 は 即 座 に 停 止 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 揺  
動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 即 座 に 切 断 す る 必 要 が あ る 。 図 ９ Ｃ 及 び 図 １ ０  
Ｃ に 示 す 場 合 を 参 照 し て 、 作 動 回 路 を 切 断 す る 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の 作 動 原 理 に つ い て 説 明  
す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ９ Ｃ に 示 す 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 電 化 製 品 は 運 転 し て お り 、 ド ア の 異  
常 な 開 放 中 、 す な わ ち 、 電 化 製 品 の ド ア が 外 力 （ 又 は 、 内 部 推 力 ） に よ っ て 強 制 的 に 開 放  
す る よ う に 引 っ 張 ら れ る と 、 電 化 製 品 の ド ア は 開 放 さ れ る 。 こ の 場 合 、 制 御 回 路 は 、 ロ ッ  
ク ピ ン ５ ２ ５ を そ の 係 止 解 除 位 置 ま で 上 向 き に 移 動 す る よ う に 駆 動 し て お ら ず （ す な わ ち  
、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 係 止 孔 ４ １ ９ か ら 離 脱 す る よ う に 駆 動 し て お ら ず ） 、 し た が っ て 、  
ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 依 然 と し て ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 に あ り 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８  
は 依 然 と し て ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ に よ っ て 係 止 さ れ 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ 及 び カ ム  
２ ０ ８ も ま た 係 止 さ れ て い る 。 外 力 が 十 分 に 大 き い 場 合 、 カ ム ２ ０ ８ は 引 き 離 さ れ 、 ド ア  
ロ ッ ク １ ０ ０ を 損 傷 し 、 電 化 製 品 の ド ア は 強 制 的 に 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 場 合 、 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ は 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ の 前 端 を  
押 圧 し な く な り 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 ば ね ３ １ ２ の 弾 性 力 の 作 用 に よ り そ の 係 止 位  
置 ま で 移 動 し 、 そ れ に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は そ の 作 動 位 置 ま で 移 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ９ Ｃ に 対 応 し て 、 図 １ ０ Ｃ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 内 側 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で  
あ る 。 こ の 場 合 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 に あ り 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し  
上 げ な い 。 し か し な が ら 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 に あ り 、 弾 性 片 ５ ２  
４ を 押 し 上 げ て 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る と と も に 、 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 切 断 し  
、 そ れ に よ り 、 電 化 製 品 は 運 転 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｄ は 、 種 々 の 状 態 に あ る 制 御 回 路 １ １ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。 図 １ １ Ａ  
は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 解 除 位 置 に あ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が ア イ ド ル 位 置 に あ り 、  
且 つ ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ が 開 放 さ れ て い る と き の 制 御 回 路 １ １ ０ ０ を 示 し 、 図 １ １ Ｂ は 、  
ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 位 置 に あ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が ア イ ド ル 位 置 に あ り 、 且 つ ス イ  
ッ チ 手 段 ５ ２ ０ が 閉 鎖 さ れ て い る と き の 制 御 回 路 １ １ ０ ０ を 示 し 、 図 １ １ Ｃ は 、 ロ ッ ク ピ  
ン ５ ２ ５ が 係 止 解 除 位 置 に あ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 作 動 位 置 に あ り 、 且 つ ス イ ッ チ 手 段  
５ ２ ０ が 開 放 さ れ て い る と き の 制 御 回 路 １ １ ０ ０ を 示 し 、 図 １ １ Ｄ は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５  
が 係 止 位 置 に あ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ が 作 動 位 置 に あ り 、 且 つ ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ が 開 放  
さ れ て い る と き の 制 御 回 路 １ １ ０ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｄ に 示 す よ う に 、 制 御 回 路 １ １ ０ ０ は 、 第 １ の 電 流 ル ー プ （ 作 動 ル ー  
プ ） と 第 ２ の 電 流 ル ー プ （ 制 御 ル ー プ ） と を 含 む 。 第 １ の 電 流 ル ー プ は 、 ス イ ッ チ 手 段 ５  
２ ０ を 介 し て 接 続 端 子 １ １ ５ １ と 共 通 端 子 １ １ ５ ２ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 電 流  
ル ー プ は 、 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ 及 び 起 動 手 段 １ １ ５ ６ を 介 し て 制 御 端 子 １ １ ５ ３ と 共 通  
端 子 １ １ ５ ２ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 電 流 ル ー プ 及 び 第 ２ の 電 流 ル ー プ は 、 共 通  
接 続 点 １ １ ５ ５ を 介 し て 共 通 端 子 １ １ ５ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 接 続 端 子 １ １ ５ １ は 、 第 １ の 電 流 ル ー プ に お い て 電 気 モ ー タ ー １ １ ６ ０ （ 又 は 、 モ ー タ  
ー 若 し く は 他 の 駆 動 部 分 ） を 介 し て 電 源 １ １ ６ ２ と 直 列 に 接 続 す る こ と が で き る 。 ス イ ッ  
チ 手 段 ５ ２ ０ の ２ つ の 接 点 ５ ８ ６ 及 び ５ ２ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 接 続 点 １ １ ７ ４ 及 び １ １ ５ ５  
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を 介 し て 第 １ の 電 流 ル ー プ に 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 閉 鎖 又 は 開 放 を 用 い  
て 、 電 気 モ ー タ ー １ １ ６ ０ の 電 源 １ １ ６ ２ へ の 接 続 又 は 電 源 １ １ ６ ２ か ら の 切 断 を 制 御 す  
る よ う に 、 第 １ の 電 流 ル ー プ の 接 続 又 は 切 断 が 制 御 さ れ る 。 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ 及 び 起  
動 手 段 １ １ ５ ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 制 御 端 子 １ １ ５ ３ 及 び 接 続 点 １ １ ７ ６ を 介 し て 第 ２ の 電 流  
ル ー プ に 接 続 さ れ 、 電 源 １ １ ６ ２ に 更 に 接 続 さ れ て い る 。 共 通 端 子 １ １ ５ ２ は 、 電 源 １ １  
６ ２ の ア ー ス に 接 続 さ れ て い る 。 起 動 手 段 １ １ ５ ６ は 、 電 化 製 品 の 回 路 基 板 か ら 送 信 さ れ  
る 制 御 信 号 （ 又 は 駆 動 信 号 ） を 受 信 し 、 受 信 し た 制 御 信 号 （ 又 は 駆 動 信 号 ） に 従 っ て 電 子  
駆 動 手 段 １ １ ５ ０ を 閉 鎖 （ 励 磁 ） す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 上  
向 き 又 は 下 向 き に 移 動 し て 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ４ １ ７ 及 び カ ム ２ ０ ８ の 係 止 又 は 係 止  
解 除 を 制 御 す る よ う に 、 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー ３ １ ８ の 係 止 又 は 係 止 解 除 を 制 御 す る 。 更  
に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 上 向 き 又 は 下 向 き の 移 動 は 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 開 放 又 は 閉 鎖  
の 制 御 に も 関 係 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ は 、 コ イ ル １ １ ７ ２ 及 び 鉄 心 １ １ ７ ３ を 含 む 。 電 子 駆 動 手 段 １ １  
５ ０ が 第 ２ の 電 流 ル ー プ に 接 続 さ れ る と 、 コ イ ル １ １ ７ ２ が 帯 電 し 、 そ れ に よ り 、 鉄 心 １  
１ ７ ３ が 電 磁 力 の 作 用 に よ っ て 移 動 す る 。 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ に 、 肩 部 ９ ７ ８ （ 図 ９ Ａ ～ 図  
９ Ｃ を 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 鉄 心 １ １ ７ ３ が 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 駆 動 し て 係 止  
状 態 と 係 止 解 除 状 態 と の 間 で 往 復 運 動 さ せ る と 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は 、 ロ ッ ク ピ ン  
５ ２ ５ の 肩 部 ９ ７ ８ を 駆 動 し て 、 カ ム ２ ０ ８ を 係 止 又 は 係 止 解 除 す る よ う に 、 且 つ ス イ ッ  
チ 手 段 ５ ２ ０ の 閉 鎖 又 は 開 放 に 関 係 す る よ う に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 上 向 き に 垂 直 に 移 動  
す る よ う に 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 １ １ Ａ に 示 す 状 態 で は 、 電 化 製 品 の ド ア は 、 開 放 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 に 変 化 し 、 ド ア フ  
ッ ク １ ０ ２ は 、 ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ 内 に 部 分 的 に 挿 入 さ れ 、 そ れ に よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２  
６ は ア イ ド ル 位 置 に あ る 。 電 化 製 品 が 始 動 し て い な い た め 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 依 然 と  
し て そ の 係 止 解 除 位 置 に （ す な わ ち 、 係 止 孔 ４ １ ９ の 外 側 に ） あ り 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し  
上 げ て ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 し 、 そ れ に よ り 、 電 化 製 品 は 運 転 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ １ Ｂ に 示 す 状 態 で は 、 電 化 製 品 の ド ア が 閉 鎖 さ れ た 後 、 電 化 製 品 は 始 動 さ れ （ 例 え  
ば 、 ユ ー ザ ー が ス タ ー ト ボ タ ン を 押 し た 後 ） 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 そ の 係 止 解 除 位 置 か  
ら そ の 係 止 位 置 ま で 移 動 し （ す な わ ち 、 係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 さ れ ） 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５  
は ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ か ら 離 脱 し て 、 そ れ に よ り 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ は 閉 鎖 さ れ 、 電 化  
製 品 は 正 常 に 作 動 す る 。 更 に 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ を そ の ア イ ド  
ル 位 置 ま で 移 動 さ せ 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 閉 鎖 状 態 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 起 動 手 段 １ １ ５ ６ は 、 駆 動 手 段 （ 電 化 製 品 の 回 路 基 板 ） か ら 駆 動 （ 制 御 ）  
パ ル ス 信 号 （ 第 １ の 駆 動 パ ル ス 信 号 ） を 受 信 し 、 起 動 手 段 １ １ ５ ６ は 閉 鎖 さ れ て 、 電 源 １  
１ ６ ２ を コ イ ル １ １ ７ ２ に 接 続 し 、 そ れ に よ り 、 コ イ ル １ １ ７ ２ は 励 磁 状 態 に な り 、 コ イ  
ル １ １ ７ ２ 内 の 鉄 心 １ １ ７ ３ は 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を １ 度 移 動 す る よ う に 駆 動 し て  
ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 移 動 す る よ う に 作 動 さ せ 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 係 止 解 除 位 置 か ら 係  
止 位 置 ま で 移 動 し 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 閉 鎖 す る よ う に 、 弾 性 片  
５ ２ ４ か ら 離 脱 す る よ う に 下 向 き に 移 動 す る 。 電 化 製 品 の 回 路 基 板 （ 駆 動 手 段 ） が 第 １ の  
パ ル ス を 送 信 し た 後 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 内 側 の 状 態 が 、 係 止 解 除 状 態 （ ロ ッ ク ピ  
ン ５ ２ ５ が 係 止 解 除 位 置 に あ る ） か ら 係 止 状 態 （ ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 解 除 位 置 か ら 係  
止 位 置 に 駆 動 さ れ て い る ） ま で 変 化 す る こ と が 留 意 さ れ る べ き で あ る 。 し か し な が ら 、 ス  
イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 内 の （ 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ 内 に 位 置 す る ） ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル  
押 込 み 機 構 ５ ８ ７ が 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 現 状 態 （ 係 止 状 態 ） を 維 持 す る こ と が で  
き る た め 、 電 化 製 品 の 回 路 基 板 （ 駆 動 手 段 ） は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ の 現 状 態 を 維 持  
す る よ う に パ ル ス 信 号 を 維 持 す る 必 要 は な い 。 し か し な が ら 、 電 化 製 品 の 回 路 基 板 （ 駆 動  
手 段 ） が 次 の （ 第 ２ の ） パ ル ス を 送 信 し た 後 （ 図 １ １ Ｃ を 参 照 ） 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０  
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５ 内 の ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ を 係 止 状 態 （ す  
な わ ち 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 位 置 に あ る ） か ら 係 止 解 除 状 態 （ す な わ ち 、 ロ ッ ク ピ ン  
５ ２ ５ が 係 止 位 置 か ら 係 止 解 除 位 置 ま で 駆 動 さ れ て い る ） ま で 変 化 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 １ １ Ｃ に 示 す 状 態 で は 、 電 化 製 品 の ド ア は 正 常 に 開 放 し て お り 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０  
は 開 放 さ れ 、 電 化 製 品 は 、 正 常 に 電 源 が 切 断 さ れ る 。 こ の 場 合 、 一 方 で は 、 駆 動 ス ラ イ ダ  
ー ３ １ １ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ を そ の 作 動 位 置 ま で 回 転 す る よ う に 駆 動 し 、 そ れ に よ り 、  
揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ て 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る 。 他 方 で  
は 、 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ に よ っ て 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 、 そ の 係 止 解 除 位 置 ま で 移 動 す  
る （ す な わ ち 、 係 止 孔 ４ １ ９ か ら 引 き 出 さ れ る ） と と も に 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ て ス  
イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る よ う に 、 駆 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 電 化 製 品 が 正 常 に 運 転 を 停 止 し た 後 、 且 つ 電 化 製 品 の ド ア が 開 放 さ れ る 前  
、 起 動 手 段 １ １ ５ ６ は 、 駆 動 手 段 （ 電 化 製 品 の 回 路 基 板 ） か ら 次 の （ 第 ２ の ） 駆 動 パ ル ス  
信 号 を 受 信 し 、 起 動 手 段 １ １ ５ ６ は 閉 鎖 さ れ て 、 電 源 １ １ ６ ２ を コ イ ル １ １ ７ ２ に 接 続 し  
、 そ れ に よ り 、 コ イ ル １ １ ７ ２ は 励 磁 状 態 に な り 、 コ イ ル １ １ ７ ２ 内 の 鉄 心 １ １ ７ ３ は 、  
自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 再 び １ 回 移 動 す る よ う に 駆 動 し て 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 移 動 す  
る よ う に 作 動 さ せ 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 係 止 位 置 か ら 係 止 解 除 位 置 ま で 上 向 き に 移 動 し  
、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る よ う に 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る  
。 こ の 場 合 、 電 化 製 品 の ド ア を 開 放 す る こ と が で き る 。 電 化 製 品 の 回 路 基 板 （ す な わ ち 、  
駆 動 手 段 ） が 第 ２ の パ ル ス を 送 信 し た 後 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 内 の ボ ー ル ペ ン リ フ ィ  
ル 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ を 係 止 状 態 （ す な わ ち 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２  
５ が 係 止 位 置 に あ る ） か ら 係 止 解 除 状 態 （ す な わ ち 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 係 止 位 置 か ら 係  
止 解 除 位 置 に 駆 動 さ れ て い る ） ま で 変 化 さ せ る 。 図 １ １ Ｃ に 示 す よ う に 、 揺 動 レ バ ー ５ ２  
６ 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は と も に 、 弾 性 片 ５ ２ ４ に 接 触 す る こ と が で き る 。 当 然 な が ら 、  
図 １ １ Ｃ の 状 態 で は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る と 、 揺 動 レ バ ー ５ ２  
６ は 作 動 位 置 に あ る 場 合 で あ っ て も 弾 性 片 ５ ２ ４ と 接 触 せ ず 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の み を 用  
い て 弾 性 片 ５ ２ ４ が 押 し 上 げ ら れ る よ う に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ の 移 動 ス ト ロ ー ク 及 び 揺 動  
レ バ ー ５ ２ ６ の 回 転 ス ト ロ ー ク を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 １ １ Ｄ に 示 す よ う に 、 電 化 製 品 の ド ア は 、 異 常 な 状 態 に お い て 開 放 さ れ る 。 例 え ば 、  
電 化 製 品 が 運 転 し て い る と き 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ か ら 強 制 的 に 引 き  
出 さ れ 、 そ の 結 果 、 カ ム ２ ０ ８ が 破 損 し た と き 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ が 開 放 さ れ 、 電 化 製  
品 は 強 制 的 に 電 源 が 切 断 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 駆 動 さ れ ず 、 依 然 と し て  
ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 に あ り （ す な わ ち 、 係 止 孔 ４ １ ９ 内 に 挿 入 さ れ て お り ） 、 ス イ ッ チ 手  
段 ５ ２ ０ の 閉 鎖 状 態 に 影 響 を 与 え な い 。 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ の 位 置 に 従 っ て 、 駆 動 ス ラ イ ダ  
ー ３ １ １ は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ を 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 ま で 回 転 す る よ う に 駆 動 し 、 そ れ に  
よ り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ て ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 電 化 製 品 の 運 転 中 、 電 化 製 品 の ド ア が 強 制 的 に 開 放 さ れ る と 、 起 動 手 段 １  
１ ５ ６ は 、 電 化 製 品 の 回 路 基 板 （ 駆 動 手 段 ） か ら い か な る 駆 動 パ ル ス 信 号 も 受 信 せ ず 、 コ  
イ ル １ １ ７ ２ は 励 磁 さ れ ず 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は 移 動 せ ず 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 係  
止 位 置 で 維 持 さ れ 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス ２ ０ ５ 内 の 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス  
２ ０ ５ を 係 止 状 態 で 維 持 す る （ す な わ ち 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 係 止 位 置 で 維 持 さ れ る ） 。  
図 １ １ Ｄ に 示 す 状 態 で は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 弾 性 片 ５ ２ ４ を 切 断 す る と い う 影 響 を 与  
え な い が 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 単 独 で 弾 性 片 ５ ２ ４ を 押 し 上 げ る よ う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 電 化 製 品 が 作 動 し て い る と き 、 す な わ ち 、 第 １ の 電 流 ル ー プ が 閉 鎖 さ れ て い る と き 、 自  
己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は 係 止 解 除 状 態 に あ り 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 そ の 係 止 位 置 ま で 落  
下 し 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は そ の ア イ ド ル 位 置 に あ り 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ は 閉 鎖 さ れ る 。  
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正 常 な 状 態 で は 、 第 １ の 電 流 ル ー プ を 開 放 し て 作 動 を 停 止 す る た め に 、 電 化 製 品 の 回 路 基  
板 （ 図 示 せ ず ） は 、 起 動 手 段 １ １ ５ ６ に パ ル ス 信 号 を 送 信 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、  
電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ の 鉄 心 １ １ ７ ３ は 、 電 磁 力 の 作 用 に よ り 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を  
前 方 に 押 す 。 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は 、 前 方 に 移 動 し 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 押 し 上 げ  
て 第 １ の 電 流 ル ー プ を 開 放 す る よ う に 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 上 向 き に 移 動 す る よ う に 作 動  
さ せ る 。 パ ル ス 信 号 が 消 滅 し た 場 合 で あ っ て も 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は 、 押 込 み 機 構  
５ ８ ７ に よ っ て 係 止 さ れ 、 そ の 元 の 位 置 に 復 帰 す る こ と は で き ず 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 押  
圧 し て ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ を 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 押 し 上 げ る 位 置 で 維 持 し 、 ロ ッ ク ピ ン  
５ ２ ５ が 落 下 す る の を 防 止 し 、 第 １ の 電 流 ル ー プ は 常 に 開 放 位 置 で 維 持 さ れ る 。 次 の パ ル  
ス 信 号 が 到 達 す る と 、 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ は 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 再 度 前 方 に 押  
す 。 こ の 場 合 、 押 込 み 機 構 ５ ８ ７ は 、 自 己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ を 解 放 し 、 そ れ に よ り 、 自  
己 係 止 ブ ロ ッ ク ５ ８ ８ は そ の 元 の 位 置 に 復 帰 し 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は そ れ に 従 っ て 落 下 し  
、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 依 然 と し て ア イ ド ル 位 置 に あ り 、 そ れ に よ り ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を  
閉 鎖 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 し た が っ て 、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ す な わ ち 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ ） 及 び ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５  
は 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 開 放 を 連 携 し て 制 御 す る こ と が で き る 。 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ す  
な わ ち 、 ス イ ッ チ レ バ ー ５ ２ ６ ） は 、 機 械 的 構 造 体 （ す な わ ち 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ ）  
に よ っ て 駆 動 さ れ 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は 、 回 路 構 造 体 （ 例 え ば 、 第 ２ の 電 流 ル ー プ ） に よ  
っ て 駆 動 す る こ と が で き 、 異 常 な 作 動 状 態 に お い て 電 源 を 接 続 す る 感 度 及 び 信 頼 性 が 向 上  
す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｄ の 実 施 形 態 で は 、 起 動 手 段 １ １ ５ ６ は 、 リ レ ー 装 置 と す る こ と が で  
き 、 又 は サ イ リ ス タ 若 し く は ト ラ ン ジ ス タ と す る こ と が で き る 。 ト ラ ン ジ ス タ が オ ン で あ  
る と き 、 そ の エ ミ ッ タ 及 び コ レ ク タ は 電 源 １ １ ６ ２ を コ イ ル １ １ ７ ２ に 接 続 し 、 一 方 、 ト  
ラ ン ジ ス タ が オ フ で あ る と き 、 そ の エ ミ ッ タ 及 び コ レ ク タ は 電 源 １ １ ６ ２ を コ イ ル １ １ ７  
２ か ら 切 断 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス は 、 駆 動 信 号 （ 又 は 制 御 信 号 ） を 受 信 す る 。 駆 動  
信 号 （ 又 は 制 御 信 号 ） が 出 現 す る と 、 ト ラ ン ジ ス タ は オ ン で あ り 、 駆 動 信 号 （ 又 は 制 御 信  
号 ） が 消 滅 す る と 、 ト ラ ン ジ ス タ は オ フ で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｄ で は 、 電 化 製 品 の 正 常 な 作 動 状 態 、 例 え ば 、 最 初 に ド ア を 閉 鎖 し 、  
そ の 後 電 化 製 品 を 始 動 さ せ る か 、 又 は 最 初 に 電 化 製 品 を 停 止 し 、 そ の 後 ド ア を 開 放 す る 状  
態 で は 、 電 子 駆 動 手 段 １ １ ５ ０ を 用 い て 、 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 接 続 又 は 切 断 す る よ う に  
、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 閉 鎖 又 は 開 放 す る よ う に ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ が 垂 直 に 移 動 す る よ う  
に 駆 動 さ れ る 。 し か し な が ら 、 電 化 製 品 の 異 常 な 状 態 で は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ は ス イ ッ チ  
手 段 ５ ２ ０ を 開 放 せ ず 、 強 制 的 な 電 源 切 断 を 実 施 す る た め に 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放  
す る よ う に 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ の み が 使 用 さ れ る 。 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ が ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３  
に 挿 入 さ れ て い る 限 り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る よ う に そ の  
作 動 位 置 ま で 回 転 せ ず 、 一 方 、 ド ア ロ ッ ク 孔 １ ０ ３ が ド ア フ ッ ク １ ０ ２ か ら 引 き 出 さ れ て  
い る 限 り 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る よ う に 回 転 す る 。 し た が っ  
て 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 異 常 な 状 態 に あ る と き に の み ス イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ を 開 放 す る よ  
う に 構 成 さ れ て い る 。 正 常 な 状 態 で は 、 揺 動 レ バ ー ５ ２ ６ は 、 ロ ッ ク ピ ン ５ ２ ５ に よ る ス  
イ ッ チ 手 段 ５ ２ ０ の 制 御 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 本 出 願 に よ れ ば 、 ド ア フ ッ ク １ ０ ２ に 結 合 さ れ た 駆 動 ス ラ イ ダ ー ３ １ １ 及 び 揺 動 レ バ ー  
５ ２ ６ に よ り 、 電 化 製 品 の ド ア が 異 常 に 開 放 さ れ た と き に 、 電 化 製 品 の 動 作 を 停 止 す る よ  
う に 、 適 時 に 電 化 製 品 の 作 動 回 路 を 切 断 す る こ と が で き る 。 本 出 願 の 上 記 構 成 に よ り 、 よ  
り 高 感 度 で ス イ ッ チ 手 段 を 開 放 す る こ と が で き る の み で な く 、 よ り 高 い 信 頼 性 も 提 供 さ れ  
、 ド ア ロ ッ ク の 他 の 構 成 要 素 が 損 傷 し て い る 場 合 で あ っ て も 、 電 化 製 品 の 動 作 を 適 時 に 停  
止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ０ ４ 】
　 本 出 願 の 趣 旨 及 び 原 理 は 、 本 出 願 に 開 示 し た 揺 動 レ バ ー 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー の 実 施 形 態  
に よ っ て 限 定 さ れ る よ う に は 意 図 さ れ て い な い こ と に 留 意 さ れ る べ き で あ る 。 当 業 者 で あ  
れ ば 、 本 出 願 の 実 施 形 態 に お け る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー を 、 ド ア フ ッ ク １  
０ ２ の 移 動 に よ り ス イ ッ チ 手 段 の 閉 鎖 又 は 開 放 を 直 接 駆 動 す る よ う に 、 同 じ か 又 は 同 様 の  
機 能 を 有 す る 他 の 機 械 的 構 造 体 と す る こ と が で き る こ と を 理 解 す る は ず で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 本 出 願 に つ い て 、 添 付 図 面 に 示 す 具 体 的 な 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 し て い る が 、 本 出 願  
に よ っ て 教 示 す る 趣 旨 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本 出 願 の ド ア ロ ッ ク の 構 成 、 特 に  
、 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 及 び 駆 動 ス ラ イ ダ ー の 構 成 は 多 く の 変 形 形 態 を 有 す る こ と が で き る こ  
と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 明 細 書 に よ っ て 開 示 し た 実 施 形 態 に お け  
る 構 造 を 異 な る 方 法 で 変 更 す る こ と が で き 、 こ う し た 変 更 の 全 て が 本 出 願 及 び 添 付 の 特 許  
請 求 の 範 囲 の 趣 旨 及 び 範 囲 内 に あ る こ と を 理 解 す る は ず で あ る 。
上 述 の 実 施 形 態 の 一 部 又 は 全 部 は 、 以 下 の 付 記 の よ う に も 記 載 さ れ 得 る が 、 以 下 に は 限 定  
さ れ な い 。
［ 付 記 １ ］
ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） を 駆 動 す る こ と が で き る と と も に 、 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２  
） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） と 、 を 備 え る 、 ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 ２ ］
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 該 揺 動 レ バ ー は 、 前 記 ス イ ッ チ 手  
段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き る 、 付 記 １ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 ３ ］
前 記 ド ア ロ ッ ク は 、
前 記 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） を 収 納 す る こ と が で き る と と も に 、 係 止 位 置 を 有 す る カ ム （ ２  
０ ８ ） と 、
前 記 カ ム （ ２ ０ ８ ） を 前 記 係 止 位 置 で 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段  
（ ３ １ ０ ） と 、
前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） を 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ て い る ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５  
） と 、 を 更 に 備 え る 、 付 記 ２ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 ４ ］
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） は 、 ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 と ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 と を 有 し 、
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） が 前 記 ロ ッ ク ピ ン 係 止 位 置 に あ る と き 、 該 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５  
） は 前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） を 係 止 し 、
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） が 前 記 ロ ッ ク ピ ン 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 該 ロ ッ ク ピ ン （ ５  
２ ５ ） は 前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） を 解 放 す る と と も に 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５  
２ ０ ） を 開 放 す る 、 付 記 ３ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 ５ ］
正 常 な 作 動 状 態 で は 、 前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放  
す る こ と が で き 、
強 制 的 に ド ア が 引 っ 張 ら れ る 場 合 、 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 、 前 記 ス イ ッ チ 手  
段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る 、 付 記 ４ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 ６ ］
前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） は 、
第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） で あ っ て 、 該 第 １  
の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） は 、 前 記 カ ム （ ２ ０ ８ ） に よ っ て 第 １ の 方 向 （ ｘ ） に 沿 っ て  
移 動 す る よ う に 駆 動 す る こ と が で き 、 該 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） は 、 該 第 ２ の 係  
止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） を 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 駆 動 す る こ と が で き  
る 、 第 １ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ４ １ ７ ） 及 び 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） 、 を 備 え 、
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前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） は 、 前 記 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） を 係 止 す る よ う に 構  
成 さ れ 、
前 記 第 １ の 方 向 （ ｘ ） は 前 記 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 対 し て 垂 直 で あ る 、 付 記 ５ に 記 載 の ド ア  
ロ ッ ク 。
［ 付 記 ７ ］
前 記 ド ア ロ ッ ク （ １ ０ ０ ） は 、 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） 及 び ベ ー ス （ １ ０ １ ） を 備 え  
、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） は 前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） の 内 側 に 位 置 し 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） 及 び 前 記 第 ２ の 係 止 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ ８ ） は 、 前 記 ス イ ッ  
チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） と 前 記 ベ ー ス （ １ ０ １ ） と の 間 に 並 ん で 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記  
第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 移 動 す る 、 付 記 ６ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 ８ ］
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） は 、
弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） と 、
固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） と 、 を 備 え 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） の 一 端 は 前 記 弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） を 駆 動 す る こ と が で き 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 、 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 と 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 と を 有 し 、  
該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ）  
は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 前 記 固 定 接 点 （ ５ ２ ３ ） か ら 前 記 弾 性  
片 （ ５ ２ ４ ） を 引 き 離 し 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） が 前 記 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 に あ る と き 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５  
２ ６ ） は 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） の 閉 鎖 又 は 開 放 に 影 響 を 与 え な い 、 付 記 ２ に 記 載 の  
ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 ９ ］
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） の 移 動 と と も に 第 ２ の 方 向  
（ ｙ ） に 沿 っ て 、 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 と 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 と の 間 で 移 動 し 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） が 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 に あ る と き 、 該 駆 動 ス ラ イ  
ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） を 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 ま で 移 動 す る よ  
う に 駆 動 し 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） が 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 解 除 位 置 に あ る と き 、 該 駆 動 ス  
ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） を 前 記 揺 動 レ バ ー ア イ ド ル 位 置 ま で 移  
動 す る よ う に 駆 動 す る 、 付 記 ８ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 １ ０ ］
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） を 備 え 、 該 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 該 シ  
ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） の 周 り を 回 転 す る こ と が で き 、
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 、 上 部 ア ー ム （ ７ ３ ５ ） 及 び 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） を 更 に 備  
え 、 該 上 部 ア ー ム （ ７ ３ ５ ） の 一 端 は 前 記 シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） に 接 続 さ れ 、 該 上 部 ア ー ム  
（ ７ ３ ５ ） の 他 端 は 前 記 弾 性 片 （ ５ ２ ４ ） に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
前 記 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） の 一 端 は 前 記 シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） に 接 続 さ れ 、 該 下 部 ア ー ム （  
７ ３ ６ ） の 他 端 は 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 、 付 記 ８  
に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 １ １ ］
前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） の 前 記 シ ャ フ ト （ ７ ３ ２ ） は 、 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 前 記  
駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 、 付 記 １ ０ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 １ ２ ］
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 復 帰 手 段 （ ３ １ ２ ） に 接 続 さ れ て お り 、 該 復 帰 手 段 （ ３  
１ ２ ） は 、 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） に 仮 締 め 力 を 加 え て 、 該 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １  
１ ） が 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 ま で 移 動 す る の を 可 能 に す る 、 付 記 ８ に 記 載 の ド ア ロ  
ッ ク 。
［ 付 記 １ ３ ］
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ２ ） を 有 し 、 前 記 ド ア フ  
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ッ ク （ １ ０ ２ ） は 、 前 記 ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ２ ） を 通 し て 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー  
（ ３ １ １ ） を 駆 動 し 、
前 記 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） が 第 ３ の 方 向 （ ｚ ） に 沿 っ て ド ア ロ ッ ク 孔 （ １ ０ ３ ） 内 に 挿 入  
さ れ る と 、 該 ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） は 、 前 記 ド ア ロ ッ ク 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ２ ） を 通 し て  
、 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） を 第 ２ の 方 向 （ ｙ ） に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 駆 動 す る 、  
付 記 ８ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 １ ４ ］
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ３ ） を 有 し 、 該 駆 動 ス ラ  
イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ３ ） を 通 し て 前 記 揺 動 レ バ ー （  
５ ２ ６ ） の 前 記 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） を 駆 動 し 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） が 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー 係 止 位 置 に あ る と き 、 該 駆 動 ス ラ イ  
ダ ー （ ３ １ １ ） は 、 前 記 揺 動 レ バ ー 駆 動 面 取 り 部 （ ８ ４ ３ ） を 通 し て 、 前 記 揺 動 レ バ ー （  
５ ２ ６ ） の 前 記 下 部 ア ー ム （ ７ ３ ６ ） を 前 記 揺 動 レ バ ー 作 動 位 置 ま で 移 動 す る よ う に 駆 動  
す る 、 付 記 １ ０ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 １ ５ ］
前 記 ド ア ロ ッ ク （ １ ０ ０ ） は ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） を 備 え 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５  
２ ０ ） 及 び 前 記 揺 動 レ バ ー （ ５ ２ ６ ） は 前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） の 内 部 に 配 置 さ  
れ 、 前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） の 外 側 に 配 置 さ れ  
て お り 、
前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） の 底 部 （ ６ ２ ９ ） が 孔 （ ６ ３ ０ ） を 有 し 、 前 記 揺 動 レ バ  
ー （ ５ ２ ６ ） の 一 端 は 、 前 記 孔 （ ６ ３ ０ ） を 通 っ て 外 向 き に 延 在 す る と と も に 、 前 記 駆 動  
ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） に よ り 前 記 ス イ ッ チ ボ ッ ク ス （ ２ ０ ５ ） の 外 側 に 駆 動 さ れ る よ う に  
構 成 さ れ て い る 、 付 記 ８ に 記 載 の ド ア ロ ッ ク 。
［ 付 記 １ ６ ］
ド ア ロ ッ ク の 制 御 回 路 （ １ １ ０ ０ ） で あ っ て 、
ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） と 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る こ と が で き る ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） と 、 を 備 え る  
、 制 御 回 路 。
［ 付 記 １ ７ ］
付 記 １ ６ に 記 載 の 制 御 回 路 （ １ １ ０ ０ ） で あ っ て 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 機 械 的 構 造 体 に よ っ て 駆 動 さ れ 、
前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） は 電 子 信 号 に よ っ て 駆 動 さ れ る 、 制 御 回 路 。
［ 付 記 １ ８ ］
付 記 １ ７ に 記 載 の 制 御 回 路 （ １ １ ０ ０ ） で あ っ て 、
駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） 、 を 更 に 備 え 、
前 記 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は 前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） を 駆 動 す る こ と が で き  
、 該 駆 動 ス ラ イ ダ ー （ ３ １ １ ） は ド ア フ ッ ク （ １ ０ ２ ） に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 、  
制 御 回 路 。
［ 付 記 １ ９ ］
付 記 １ ８ に 記 載 の 制 御 回 路 （ １ １ ０ ０ ） で あ っ て 、
前 記 ス イ ッ チ 駆 動 手 段 （ ５ ２ ６ ） は 揺 動 レ バ ー で あ り 、 該 揺 動 レ バ ー は 前 記 ス イ ッ チ 手 段  
（ ５ ２ ０ ） を 開 放 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き る 、 制 御 回 路 。
［ 付 記 ２ ０ ］
付 記 １ ９ に 記 載 の 制 御 回 路 （ １ １ ０ ０ ） で あ っ て 、
係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ） を 係 止 及 び 解 除 し て カ ム （ ２ ０ ８ ） を 係 止 位 置 で 維 持 す る  
か 又 は 維 持 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） と 、
電 子 駆 動 手 段 （ １ １ ５ ０ ） と 、 を 更 に 備 え 、
前 記 電 子 駆 動 手 段 （ １ １ ５ ０ ） は 、 電 子 信 号 に よ り 、 前 記 係 止 ス ラ イ ダ ー 手 段 （ ３ １ ０ ）  
を 係 止 及 び 解 除 す る よ う に 前 記 ロ ッ ク ピ ン （ ５ ２ ５ ） を 作 動 さ せ る よ う に 駆 動 さ れ る 、 制  
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御 回 路 。
［ 付 記 ２ １ ］
付 記 １ ７ に 記 載 の 制 御 回 路 （ １ １ ０ ０ ） で あ っ て 、
接 続 端 子 （ １ １ ５ １ ） 、 制 御 端 子 （ １ １ ５ ３ ） 及 び 共 通 端 子 （ １ １ ５ ２ ） 、 を 更 に 備 え 、
第 １ の 電 流 ル ー プ が 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） を 介 し て 前 記 接 続 端 子 （ １ １ ５ １ ） と  
前 記 共 通 端 子 （ １ １ ５ ２ ） と の 間 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 電 流 ル ー プ が 、 前 記 電 子 駆 動 手 段 （  
１ １ ５ ０ ） を 介 し て 前 記 制 御 端 子 （ １ １ ５ ３ ） と 前 記 共 通 端 子 （ １ １ ５ ２ ） と の 間 に 形 成  
さ れ て お り 、
前 記 第 １ の 電 流 ル ー プ 及 び 前 記 第 ２ の 電 流 ル ー プ は 、 共 通 接 続 点 （ １ １ ５ ５ ） を 介 し て 前  
記 共 通 端 子 （ １ １ ５ ２ ） に 接 続 さ れ て お り 、
前 記 接 続 端 子 （ １ １ ５ １ ） は 、 前 記 第 １ の 電 流 ル ー プ に お い て 電 気 モ ー タ ー （ １ １ ６ ０ ）  
を 介 し て 電 源 （ １ １ ６ ２ ） と 直 列 に 接 続 す る こ と が で き 、
前 記 制 御 端 子 （ １ １ ５ ３ ） は 、 前 記 第 ２ の 電 流 ル ー プ に お い て 前 記 電 子 駆 動 手 段 （ １ １ ５  
０ ） を 介 し て 前 記 電 源 （ １ １ ６ ２ ） と 直 接 に 接 続 す る こ と が で き 、
前 記 共 通 端 子 （ １ １ ５ ２ ） は 、 前 記 電 源 （ １ １ ６ ２ ） の ア ー ス に 接 続 さ れ 、
前 記 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ） は 閉 鎖 又 は 開 放 す る こ と が で き 、 該 ス イ ッ チ 手 段 （ ５ ２ ０ ）  
の 前 記 閉 鎖 又 は 開 放 に よ り 、 前 記 第 １ の 電 流 ル ー プ の 接 続 又 は 切 断 が 制 御 さ れ る 、 制 御 回  
路 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】



10

20

30

40

50

JP 7582937 B2 2024.11.13(27)

【 図 ４ Ｄ 】 【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ５ Ｃ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】 【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】 【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】 【 図 ９ Ｃ 】
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【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ｃ 】 【 図 １ １ Ａ 】



10

20

30

40

50

JP 7582937 B2 2024.11.13(31)

【 図 １ １ Ｂ 】 【 図 １ １ Ｃ 】

【 図 １ １ Ｄ 】



10

JP 7582937 B2 2024.11.13(32)

フロントページの続き

(33)優先権主張国・地域又は機関　
中国(CN)

前置審査
弁理士　中村  和広

(74)代理人　 100114018
弁理士　南山  知広

(74)代理人　 100153729
弁理士　森本  有一

(72)発明者　 ヤン  ワン
アメリカ合衆国，イリノイ  ６００２５，グレンビュー，ハーレム  アベニュ  １５５，シー／オー  
イリノイ  トゥール  ワークス  インコーポレイティド

審査官　 村山  睦
(56)参考文献 米国特許出願公開第２０１８／０００８１２０（ＵＳ，Ａ１）

国際公開第２０１３／１８１２８９（ＷＯ，Ａ１）
米国特許出願公開第２０１７／０２１１２２１（ＵＳ，Ａ１）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｄ０６Ｆ    ３９／１４
Ｅ０５Ｂ    ６５／００
Ｄ０６Ｆ    ３７／１８
Ｄ０６Ｆ    ３７／２８
Ｄ０６Ｆ    ３７／１０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

